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附近見取図、配置図

高圧単線結線図【改修後】

動力制御盤結線図【改修後】

電灯分電盤結線図【改修後】

幹線設備 地下1階平面図【改修後】

幹線設備 1階平面図【改修後】

動力空調設備 1階平面図【改修後】

-

照明器具姿図【改修後】

電灯設備 1階平面図【改修後】

非常照明・誘導灯設備 1階平面図【改修後】

ｺﾝｾﾝﾄ設備 1階平面図【改修後】

厨房詳細図（幹線、ｺﾝｾﾝﾄ）【改修後】

電話・情報・ﾃﾚﾋﾞ 1階平面図【改修後】

火災報知設備 1階平面図【改修後】

高圧単線結線図【改修前】

動力制御盤、電灯分電盤結線図【改修前】

幹線設備 地下1階平面図【改修前】

幹線設備 1階平面図【改修前】

動力空調設備 1階平面図【改修前】

照明器具姿図【改修前】

電灯設備 1階平面図【改修前】

ｺﾝｾﾝﾄ設備 1階平面図【改修前】

電話・情報・ﾃﾚﾋﾞ 1階平面図【改修前】

放送設備 1階平面図【改修前】

火災報知設備 1階平面図【改修前】

放送設備 1階平面図【改修後】

火災報知設備 系統図【改修後】
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特記仕様書(共通事項)

Ⅰ．工 事 概 要

１　工 事 場 所

２　建 物 概 要 

建　物　名　称

富山県

Ⅱ．工 事 仕 様

１  共　通　仕　様

・電気設備工事

・機械設備工事

(2)　建築工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。

 　編)平成31年版」、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)平成31年版」及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編) 平成31年版」による。

　３ 請負代金内訳書の提出

章 項　　　　目

 

・

 

一

 

般

 

共

 

通

 

事

 

項

 

１

  一般共通事項の適用

　１ 工事実績情報の登録

　２ 下請関係の適正化

○

○

○

2.  特　記　仕　様

(1)　章及び項目は番号に○印の付いたものを適用する。

(4)　建築工事及び電気設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの仕様書を適用する。

(2)　特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

○

○

○

　４ 個人情報の取扱いについて

○
　５ 環境への配慮

　６ 材料・機材の品質等

○

○

　７ 地場産品の優先使用等

　８ 発生材の処理等

　　 おける常駐を要しない期間

○

○

○

○

○

○

 　　専任を要しない期間

○

　９ 電気保安技術者

　10 監督職員事務所

　11 工事用電力・水その他

　12 工事用仮設物

　13 施　工　機　械

　14 現場代理人の工事現場に

○

○

○

○

○

 　　設置工事

○

　16 安全教育・訓練の実施

　17 調査・試験に対する協力

　18 工事特性・創意工夫

　19 暴力団関係者から不当な

　22 総合評価方式

 23　快適な仮設トイレの

24　週休2日制モデル工事

構　造 階　数

延 面 積 

（㎡）

消防法施行令

別 表 第 一

備　考

※受注者は、請負代金内訳書を作成し、工事請負締結後7日以内に発注者に提出すること。

特　　　　記　　　　事　　　　項

 ・ 本仕様書の一般共通事項１を適用する。

　・ 適用する。

　本工事を下請けに付す場合は、「建設工事の下請関係の適正化に関する留意事項」を遵守すること。

○

 ・ （ ・ 建築　・ 電気設備　・給排水衛生　・ 空調設備 ）特記仕様書の一般共通事項１を適用する。

 １ 使用する機材等に「富山県グリーン購入調達方針」で定めるものがある場合には、それに適合するもの

 　 とする。

 ２ 建物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の(1)から

　　(4)を満たすものとする。

　　　(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、そ

　　　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗剤は、

　　　(2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　　(3) 接着剤は、可塑性(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発

　　　　　性可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

　　　　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　　(4) (1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ

　　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、「ホルムアルデヒ

　　　　　ドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　ホルムアルデヒドの放散量

　　　　規 制 対 象 外

ホルムアルデヒドの放散量 該当する建築材料

　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び

　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　②建築基準法施工令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の

　　認定を受けた材料

第　三　種 　①建築基準法施工令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデ

　　ヒド発散建築材料

　　認定を受けた材料

　②建築基準法施工令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の

　　有するものとする。

 ２ 下記に示す材料・機材等の製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証明とな

　　る資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾

　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-47個人情報の取扱い特記事項による。

 １ 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

　　の提出を省略することができる。

　　機材等評価名簿」による場合は、標準仕様書第1編1.4.2の品質及び性能を有することを証明できる資料

 ３ 使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備

　　　(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　(3) 安定的な供給が可能であること。

　　　(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　　受注者は、工事に係る下請契約又は資材等納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は富山

　　　県内に本社・本店を置くものの中から選定するよう努めなければならない。

　　　は県内地場産品（建設資材又は製品等で、県内で最終製造工程が施されたもの又は県内に本社・本店

　　　　受注者は、工事に使用する資材等について、品質が水準以上であり、かつ価格が適正である場合に

 ２ 県内企業の優先選定等

 １ 地場産品の優先使用

　　対象機材等　（ ・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　）

　　　を置く取扱業者から調達したものをいう）を優先使用するものとする。

　発生材は構外搬出処分とし、その費用も含め受注者自らの責任において適正に処理するものとする。

※舗装切断作業に伴い、切断機械から発生する排水については、排水吸引機能を有する切断機械等により、回収し、適正に処理する。

　構内につくることが　　・ できる　　・ できない

　本工事に必要な工事用電力、水、燃料及び諸手続き等の費用は受注者の負担とする。

　電気保安技術者を工事現場に　・ おく　・ おかない

　・ 設けない　　・ 設ける

　・ マニフェスト管理一覧表の提出

　・ 運搬、処分委託契約書写し及び許可証写しの提出

　・ 再資源利用計画書等の作成及び提出

　常駐を要しない期間として取り扱う。

　　次のいずれかに該当し、かつ、発注者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における

　　(2)工事の全部の施工を一時中止している期間

　　(3)上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期間

　　(1)契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間

　動型建設機械を使用するものとする。

○

○

○

　次のいずれかに該当し、かつ、その期間が書面により明確となっている場合については、専任を要しない。

    (1)請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間

    (2)自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的に一時中止している期間

　　「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-33環境対策に記載の排出ガス対策型建設機械及び低騒音型・低振

　・ 建設リサイクル法対象工事（ 契約額１億円以上(税込) ）

     　

工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、後片付け等のみが残っている期間 (3)

橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行、われている期間

　　(4)(1)又は(2)に類した理由で、工事が不稼働である期間

 (5)

　　　　　　　 ・社会性等の実施

　　　　 介入を受けた場合の措置

　　　　　　　　 技術者の増員等

　20 低入札となった場合における

　　　　　　　 の取扱いについて

　21 近接して工事を発注する場合

　　　　　専任配置が義務付けられている技術者とは別に、同法の規定により監理技術者の配置が義務付け

　　　　られる工事にあっては監理技術者の資格を有する者を、それ以外の工事にあっては主任技術者にな

 １ 工事に係る入札の結果、調査基準価格に満たない価格をもって入札をした者が受注者となった場合にお

　　ける技術者の配置については、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定めることによる。

　　　　配置する技術者は、受注者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。

　　　　り得る資格を有する者を１人、専任にて配置するものとする。この場合において、これらの工事に

　　　　　同法の規定により配置が義務付けられている技術者を、専任にて配置するものとする。

 ２ １の(1)により別に配置される技術者は、監理技術者等を補助し、監理技術者等と同様の職務を行うも

　　のとする。

　　受注者は、工事施工において、施工条件等への対応や自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、

　または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完成までに「富山県請負工事

　成績評定要領」第4第7項に定める様式により提出することができる。

　　受注者は、本工事を施工するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこれ

　　(1) 建設業法の規定により技術者の専任配置が義務付けられる工事の場合

　　(2) 建設業法の規定による技術者の専任配置が義務づけられていない工事の場合

　を拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を監督職員に報告するとともに、警察に届け出なけ

　ればならない。また、下請業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速やかにそ

　の旨を報告するよう指導し、下請業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を監督職員に報告する

　とともに、警察に届け出なければならない。

 ３ 工事の品質を確保するため、特記仕様書に示される施工に関する試験基準を２倍の頻度をもって実施し、

　　品質管理を行うものとする。

　　本工事の請負代金額については、富山県が先行発注した下記の工事（以下「先行工事」という。）の受

　注者がその工事の工事完成日までに本工事についても受注した場合には、全工事の設計額の合計額より定

　し、変更するものとする。

　　　工事番号：　　　　 　工事名:

 １ 受注者は、実際の施工に際しては、事前に提出し適正とされた技術資料（技術提案書又は簡易な施工計

　　画）の内容を履行すること。

 ２ 受注者は、事前に提出した総合評価方式に係る技術資料に記載した配置予定技術者を配置しなければな

　　らない。

 ３ なお、上記１、２を履行できない場合及び、受注者が事前に提出した総合評価方式に係る技術資料に記

　　載した内容に虚偽の報告があった場合においては、富山県公共工事総合評価方式施行要領に基づき工事

　　成績の減点（標準型においては、工事成績の減点及び違約金の徴収）をすることがある。

　まる率によって算定した諸経費等から、先行工事にかかる諸経費等を控除した額をもって速やかに再積算

　　　対象工種　　　・○○工　・□□工　　　・△△工　

　　技能者を配置する場合は、あらかじめ施工計画書により、登録者情報や配置予定期間、作業内容等を発

　　注者に報告することとし、配置予定期間及び完成検査時において、発注者による履行の確認を行うこと

　　とする。なお、履行が確認できない場合、富山県公共工事総合評価方式試行要領に基づき工事成績の減

　　点をすることがある。

　　労働安全衛生法等に基づき行う日々の安全教育のほか、すべての作業員を対象に、工事現場に即した安

　　公共工事労務費調査等の対象工事となった場合は、監督職員の指示により必要な協力をしなければなら

　ない。（「富山県土木工事共通仕様書」1-1-1-13）

 ・ 本工事は「登録基幹技能者の配置」を活用した試行工事であり、受注者は、下記工種において登録基幹

　1-1-29 工事中の安全確保）

・　この工事は「下請負契約における県内企業の活用」を評価の対象とした試行工事である。施工時及び完

　　成検査時において、発注者による履行の確認を行うこととする。なお、受注者の責に帰すべき理由によ

　　り、入札時の申請に反して、施工時に県内企業の活用ができなかった場合には、工事成績評定点を３点

　　減点する。

　全教育・訓練等を、月当たり4時間以上の頻度で実施するものとする。（「富山県土木工事共通仕様書」1-

快適な仮設トイレの設置工事の実施にあたっては、「快適な仮設トイレの設置工事」についての

本工事は、建設現場をより働きやすい環境に改善するため、受注者が希望すれば、快適に使用できる

仮設トイレ（洋式トイレ・快適トイレ）を設置することができる工事である。

・週休２日制モデル工事【発注者指定型】

　本工事は、発注者が週休２日の実施を受注の条件とするものである。

　　週休２日制モデル工事の実施にあたっては、「週休２日制モデル工事（営繕工事）試行要領」

お知らせによるものとする。このお知らせは、下記富山県のホームページから入手できる。

　　(https://www.pref.toyama.jp/1508/kendodukuri/toshikeikaku/kenchiku/kj00021742.html)

　　ページから入手できる。

  本工事は、受注者が工事着手日前に、発注者に対して、工事打合せ簿にて週休２日に取り組む旨を協議

したうえで取り組むものである。

※週休２日制モデル事業【受注者希望型】

  ただし、受注者から希望があり、発注者と協議が整った場合は、週休２日制モデル事業【受注者希望型】

と同様の取扱いができる。

・週休２日制モデル事業ではない

　・フレックス方式対象工事

　　行うものとする。

　　着手以外の行為とする）については、発注者に了解を得るとともに関係法令等に基づく必要な手続きを

　６　余裕期間内に行う資機材の準備及び、技能労働者の手配などの準備等に必要な現地への立入り（工事

　５　受注者は、工事の始期後に速やかに、退職金制度届出書を発注者に提出するものとする。

　　登録するものとする。

　４　受注者は、受注時のｺﾘﾝｽﾞ(COMRINS)への登録については、工事の始期後10日（休日を除く。）以内に

　３　受注者は、工事の始期後14日以内に施工計画書を発注者に提出するものとする。

　　要領に基づき実施するものとする。

　　を設定することができる工事であり、富山県土木部所管建設工事に係る余裕期間制度（ﾌﾚｯｸｽ方式）試行

　１　本工事は、円滑な工事施工体制の確保を図るため、全体工期の範囲内で受注者が工事の始期及び終期

　３　受注者は、工事の始期後14日以内に施工計画書を発注者に提出するものとする。

　５　受注者は、工事の始期後に速やかに、退職金制度届出書を発注者に提出するものとする。

　２　工事の始期は、〇年〇月〇日とする。

　１　本工事は、出水期や厳冬期などにより工事期間や工事の始期が限定されるという施工条件のもとで、

　・発注者指定方式対象工事

　　（ﾌﾚｯｸｽ方式）実施要領によるものとする。

　７　その他この特記仕様書に記載のないことについては、富山県土木部所管建設工事に係る余裕期間制度

　　円滑な工事施工体制の確保し、発注業務の計画的な履行と平準化を図るため、全体工期内で発注者が余

　　裕期間と実工期を指定する富山県土木部所管建設工事に係る余裕期間制度（発注者指定方式）試行要領

　　に基づき実施するものとする。

　４　受注者は、受注時のｺﾘﾝｽﾞ(COMRINS)への登録については、工事の始期後10日（休日を除く。）以内に

　　登録するものとする。

　６　余裕期間内に行う資機材の準備及び、技能労働者の手配などの準備等に必要な現地への立入り（工事

　　着手以外の行為とする）については、発注者に了解を得るとともに関係法令等に基づく必要な手続きを

　　行うものとする。

　７　低入札価格調査等により、発注者が指定する工事の始期以降に契約を締結することとなった場合には、

　　余裕期間を適用しないものとする。

　８　その他この特記仕様書に記載のないことについては、富山県土木部所管建設工事に係る余裕期間制度

　　（発注者指定方式）実施要領によるものとする。

（https://www.pref.toyama.jp/1510/sangyou/nyuusatsu/koukyoukouji/kj00017588.html）

　２　工事の始期は、契約締結日の翌日から〇年〇月〇日まで、工事の終期は、〇年〇月〇日まで

　　とする。

 　（令和４年７月富山県土木部）に基づくものとする。この試行要領は、富山県土木部営繕課のホーム

 　　者補佐の配置

 　(1) 設計図の製本

○

 　(2) 工事写真

 　(3) 機材の仕様

 　(4) その他

 　(5) 完成時の図書

　　 試行工事

○

 

・

 

一

 

般

 

共

 

通

 

事

 

項

 

２

○

　３ 技能士の適用

  ２ 施　工　条　件

○
　１ 適 用 基 準 等

 　(1) 開口部補強筋

 　(2) 機器の基礎

　　　　　　　解体等の作業

 　(1) 残土処理

 　(2) 埋め戻し及び盛土

 　(3) 地業工事

　４ 施 工 従 事 者

　５ 仮　　設　　備

　６ 認定リサイクル製品の使用

　７ 建築工事との取合

　８ 足場、さん橋類

　９ 建築物又は工作物の

　10 土　　工　　事

11 管の地中埋設深さ

12 地中埋設標等

13 埋設管の防食処理

14 ビニル管の布設

15 マンホール蓋

16 配　　　　　管

 　(1) 普通コンクリート

　17 コンクリート工事

○

　27 提 出 図 書 等

 　(2) 鉄　　　筋

 26　特例監理技術者及び管理技術

　29 建設現場の遠隔臨場に関する

　28 電　子　納　品

○

○

　５ 発生材の処理等

　４ 冷媒（フロン類）の回収

　３ アスベスト含有調査等

　２ 支 持 金 物 等

　１ 撤　去　内　容

　31 吊り及び支持金物

30 電　気　工　事

29 試　　　　　験

28 ス　リ　ー　ブ

27 穿　孔　作　業

26 ｺﾝｸﾘｰﾄ埋設部のＸ線探査

25 は　　つ　　り

24 塗装及び防錆工事

23 弁類の保護カバー

22 保　　　　　温

　19 運転操作説明板

　21 容量等の表示

　20 総　合　調　整

 

・

 

撤
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事

　という。）の配置を行う場合は、以下の(1)から(9)の要件を全て満たさなければならない。

※ 本工事において、建設業法第26条第３項ただし書きの適用を受ける監理技術者（以下、「特例管理技術者」

　(1)　建設業法第26条第３項ただし書きによる監理技術者の職務を補佐する者（以下、「監理技術者補佐」

　　 という。）を専任で配置すること。

　(2)　監理技術者補佐は、１級建築施工管理技士補及び１級建築施工管理技士等の国家資格者、学歴や実務

　　 経験により監理技術者の資格を有する者であること。なお、監理技術者補佐の建設業法第27条の規定に

　　 に基づく技術検定種目は、特例監理技術者に求める技術検定種目と同じであること。

　(3)　監理技術者補佐は、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。

　(4)　同一の特例監理技術者を配置できる工事は、同時に２件までとする。ただし、同一あるいは別々の発

　 　者が、同一の建設業者と締結する契約工期の重複する複数の請負契約に係る工事であって、かつ、それ

　 　ぞれの工事の対象となる工作物等に一体性が認められるもの（当初の請負契約以外の請負契約が随意契

　 　約により締結される場合に限る。）については、これら複数の工事を一つの工事とみなす。

　(8)　特例監理技術者と監理技術者補佐との間で常に連絡が取れる体制であること。

　(9)　監理技術者補佐が担う業務について、明らかにすること。

　(5)　兼務する工事が特例監理技術者としての職務を適正に遂行できる範囲内にあること。なお、範囲につ

　　 いては、工事現場が同一の土木センター、事務所管内にあること。

　(6)　特例監理技術者が兼務できる工事は、24時間体制での応急処理工や緊急巡回等が必要な工事以外の工

　　 事でなければならない。

　(7)　特例監理技術者は、施工における主要な会議への参加、現場の巡回及び主要な工程の立会等の職務を

　 　適正に遂行しなければならない。

※　本工事の監理技術者が特例監理技術者として兼務することとなる場合、上記(1)から(9)の事項について、

　確認できる書類を提出すること。

※　本工事において、特例監理技術者及び監理技術者補佐の配置を行う場合又は配置を要さなくなった場合は

　適切にコリンズ(CORINS)への登録を行うこと。

　着工時　・ 原図版　　部　　・ 縮小版　　部

　標準仕様書によるほか次による。

○

　・ 保全に関する資料

　デジタルカメラ(130万～300万画素)による撮影

　　　着工前  ・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) 　部

　　　施工中　・ Ｌ版程度(3枚/頁) 　部　・ サムネイル版(3x4枚/頁) １部

　　　完成時　・ Ｌ版程度(3枚/頁) １部　・ キャビネ版　　　　　　　 部

　主要な機材については、発注前に納入仕様書等を提出し、監督職員の確認を受ける。

　監督職員の指示する書類。

　・ 完成図（設計図及び施工図を黒表紙に製本したもの） ・ 原図版　　部　　・ 縮小版　　部

　・ 完成図CADデータ

○

○

○

○

　・ 電子納品対象工事（以下に記す書類を電子納品する。）

　　　・ 工事写真　　・ 施工計画書　　・ 完成図(CADデータ)　　・ 参考図(ラスターデータ)

○

○

○

○

○

　　本工事は、受発注者の移動時間の削減や、感染症拡大予防のため、「建設現場の遠隔臨場に関す

○

○

　施工時間、工程、安全対策、工事用道路、仮設設備等は監督職員と協議する。

　・ 配管技能士（ ・ １級　・ ２級 ）　　　 ・ 熱絶縁施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

　・ 建築板金技能士（ ・ １級　・ ２級 ） 　・ 冷凍空気調和機器施工技能士（ ・ １級　・ ２級 ）

　・ 富山県電子納品運用ガイドライン(案)〔建築工事編〕（平成31年４月）

　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(平成28年版)による工事写真撮影ガイドブック

　　 機械設備工事編　平成30年版」

　・ 国土交通大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領(平成28年版)による工事写真撮影ガイドブック

　　 電気設備工事編　平成30年版」

工　種 品　目 規　格

工　種 品　目 規　格 製品名

　・ 下記の品目については、「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」において優先利用グ

 　 ループに区分されている製品を使用する。

　　 　※ただし、その製品の入手が困難な場合は、監督職員と協議し、通常製品(新材で製造された製品)

　　　 　へ変更できるものとする。

　・ 「公共工事における富山県認定リサイクル製品利用方針」に基づき、パイロット工事として下記の製品

 　 を使用する。

　工事区分表によるほか、次による。

　補強を要する鉄筋コンクリート駆体(梁、壁、床)の貫通スリーブ補強筋は (・別途  ・本工事)とする。

　壁、床貫通の仮枠(盤類、ダクト、吹出口、大便器、換気扇等)の補強筋は (・別途　・本工事)とする。

　屋上基礎（・別途　・本工事）　屋内基礎（・別途　・本工事）　屋外基礎（・別途　・本工事）

　・ 別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　・ 本工事で設置とする。（改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。）

　　　※足場の設置においては、「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」における2の(2)手す

　　　　り据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うものとする。

　　石綿等が使用されている場合、石綿障害予防規則に基づき、作業を行うこと。また、解体等の作業にお

　ける保護具の装着・湿潤を保つ費用、石綿の使用の有無を分析によって調査した場合に要する費用等及び

　それらに費やす工期については、監督職員と協議を行うこと。

　・ 構外搬出適切処理（受入れ場所：公共残土置き場　　　　　　）

　・ 構内敷きならし　　・ 構内の指定場所に堆積

　・ 根切り土の中の良質土　　・ 山砂

　　　 ※構外搬出の場合は関係法令に従い適切に処理するとともに、建設発生土情報交換システム及び公

　　　　 共工事土量調査システムを活用し、建設発生土の需給調整に努めること。

　砂利事業（ ・ 切り込み砂利　　・ 切り込み砕石 　・ 再生クラッシャラン ）

　　　・ 内部足場（脚立、足場板等）　・ 外部足場（・枠組足場　・くさび緊結式足場　・単管本足場）

　仮設備期間（ ・ 図示　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　仮設備項目（ ・ 受変電設備　　・ 発電設備　　・　　　　　　　　）

　　一般用電気工作物及び自家用電気工作物においては、法令で定める電気工事士とする。なお、需要設備

　500kW以上の自家用電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

(機械設備)　埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ・ 600mm　　・　　　　　）、

　その他の部分は（ ・ 450mm　　・　　　　　）以上とする。

(電気設備)　原則として、管の上端より一般敷地では600mm以上、車両通路では800mm以上とする。

　砕石100mm、山砂管上100mmとする。

 １ 地中埋設標　　　　　・ 要（図示による）　　・ 不要

 ２ 埋設表示テープ　　　・ 要        　　      ・ 不要

　標準仕様書の2編2.7.1、2.7.2及び2.7.3による。

　MHA形、MHB形及びMHD形は富山県章入り（鋳出し）とする。

　　　・ (a)　　　　・ (b)　　　　・ (c)　

 １ 建物導入部の変位吸収方法は標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)による。

 ２ 溶接部の非破壊検査　　　　・ 要（抜取率　・標準仕様書による　　・　　　％）

２１ ○

○１ ６

　る試行要領（令和４年４月　富山県土木部）」の内容に従い、実施することができる。

　　　　構造体コンクリートの強度補正値

打設日

補正値 6 N/mm2 6 N/mm23 N/mm23 N/mm2

　・ レディミクストコンクリート( ・ Ⅰ類　・ Ⅱ類)　　・ 現場練りコンクリート

　コンクリート設計基準強度( ・ 18N/mm2-15-25(捨てコン)　・ 21N/mm2-15-25　・ 24N/mm2-15-25 )

　コンクリート強度試験( ・ 実施する　　・ 省略する )

　・ 異形鉄筋( ・ SD295A　・ SD345 )

7/14～9/2 11/20～3/99/3～11/193/10～7/13

　18 耐震安全性の分類と耐震施工 １「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年3月28日国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）」によ

　　る耐震安全性の分類は下記による。

　　　機器の重量[kgf]に、設計用水平震度を乗じたものとする。なお特記なき場合、設計用水平震度は次

設置場所 機器種別

特定の施設 一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

地下・１階

中間階

上層階,屋上

及び塔屋

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

　　　設計用水平震度

　・ 

　　　　重要機器　 ・ 水槽類（ ・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）

　　　　　　　 　　・ 消火設備機器

　　　　重要機器　 ・ 配電盤　　　　　　　・ 受変電設備　　　　　・ 発電設備

　　　　　　　 　　・ 直流電源装置　　　　・ 交流無停電電源装置　・ 交換機

　　　　　　　 　　・ 火災報知受信機　　　・ 中央監視装置　　　　・ 

　　　　注2) 水槽類にはオイルタンク等を含むものとする。

　　　　　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階建の場合は上層３階、

　　　　　　13階建以上の場合は上層４層とする。

　　　　注1) 上層階の定義は次による。

　　　　重要機器　 ・ ボイラー　　　　・ 冷凍機　　　　　・ 冷温水機　　　　・ 冷却塔

　　　　　　　 　　・ 中央監視装置　　・ 空気調和機（ ・ ﾕﾆｯﾄ形　・ ｺﾝﾊﾟｸﾄ形　・ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形）

　　　　　　　 　　・ 水槽類（ ・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）　・ 排煙設備機器

(電気設備)

(給排水衛生設備)

(空調設備)

　　　施工後確認試験　　・ 要（引張試験機による引張試験）　・ 不要

　　　※機器据付にかかるものは事前に鉄筋探査を実施する。

　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　3) あと施工アンカー

　　2) 設計用鉛直地震力

　　（ウ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）

 ・ 撤去方法　（ ・ 図示による　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　 法」による。

　　ただし、冷媒の回収等の費用は（　・ 本工事　　・ 別途　）とする。

　　（イ）フロン類引取証明書

　　（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し

　　破壊の実施の確保等に関する法律」による。

 １ 冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、平成19年10月1日改正の「特定製品に係るフロン類の回収及び

 ２ 冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。

　　 分析方法は「建材中の石綿含有率の分析方法について」（厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質

　　 平成18年8月21日　基安化発第0821002号）におけるJIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有率測定方

　・ アスベスト含有分析調（ ・ 定性分析　　・ 定量分析）ただし費用は別途とする。

　ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。

　図示による。

　　 同上の処理方法　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 引渡しを要するもの（ ・ 図示による　　・　　　　　　　　　　　　　　）

　　系統図、機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の運転操作説明板を機

　械室に設ける。説明板の大きさは約　　㎡とする。

　・ 本工事　　　・ 別途

　　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

　　　・ 水量調節　　　　・ 騒音の測定

　　　　（ ・ 水質基準に関する省令(平成15年厚生労働省令)に基づく50項目及び消毒の残留効果

　　　・ 飲料水の水質の測定

　　　　　 ・ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則第4条第3項ｲで定められた16項目 ）

　　　・ 風量調節　　　・ 水量調節　　　・ 室内外空気の温湿度の測定

　　　・ 室内気流及びじんあいの測定　　 ・ 騒音の測定

(給排水衛生設備)

(空調設備)

　（ ・ 地中、槽内、ピット内　・　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。

　　　・ 機械室内　　・ (　　　　　)

 １ 適用の基準は標準仕様書第2編第3章第2節による。

 ３ 次の箇所の保温しない配管及びダクトは塗装不要とする(ただし、SGP-黒管及びSTGP370-黒管は除く)。

 ２ 屋外及び多湿箇所の支持架台等は溶融亜鉛めっき鋼材(HDZ35以上)またはステンレス鋼材を使用する。

　( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。

　バーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外及び多湿箇所は

　　給水、井水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱できる金属製のカ

 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。

 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。

　　煙道はロックウール保温材を使用するものとする。

　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・給湯以外の暗渠内（ピット内を

 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温

　　含む）及び屋外多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び

　・ 紙製（一般床、壁）　・ 鋼製（梁、水密を要する地中等）　・ 塩ビ製（水密を要しない地中等）

 ２ 制御盤及び操作盤に付属する機器の接地は( ・ 本工事　　 ・ 別途工事)とする。

 １ 機器付属の制御盤及び操作盤以降の電気配管、配線は( ・ 本工事　　・ 別途工事)とする。　

 ２ 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

 １ 各種配管の試験は、新設配管に適用する。

 １ 既存コンクリート床及び壁の配管用貫通部の穴あけは、ダイヤモンドカッターによる。

　既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する。

　コンクリート埋設部のＸ線探査は（ ・ 要　　・ 不要 ）とする。

 ２ 事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行う。

 １ 機器類の能力、容量等(電動機出力を除く)は原則として表示された数値以上とする。

 ２ 電動機の出力は原則として表示された出力以下の容量とする。

　・ 再資源化を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ２ 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」（独立行政

　　1) 設計用水平地震力

　　　による。水槽類は満水時の液体重量を含む総重量とする。

　　法人建築研究所監修）による。

　　　　構造体　　　　　　・ Ⅰ類　　　　・ Ⅱ類　　　　・ Ⅲ類

　　　　建築非構造部材　　・ Ａ類　　　　・ Ｂ類

　　　　建築設備　　　　　・ 甲類　　　　・ 乙類

　　　　官庁施設の種類　　・ 特定の施設　・ 一般の施設

  15 主任技術者又は監理技術者の

(3)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事

(1)　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事

 　編)平成31年版」、「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)平成31年版」及び「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編) 平成31年版」による。

 25　余裕期間制度

富山県立大学食堂増築等電気設備工事
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業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1)

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

(A3) -

-

E-03特記仕様書(電気・給排水・空調)

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原

・電気設備　工事種目 (○印をつけたものを適用する。) ・給排水衛生設備　工事種目(○印をつけたものを適用する。) ・空調設備　工事種目(○印をつけたものを適用する。)

　１ 呼び線及び予備配管

・

電

気

設

備

　２ 電線本数、管路等

　３ 金属管の塗装

　４ フラッシュプレート

　５ 再 使 用 機 器

　６ 保温、結露防止

　７　高圧交流遮断器

　８　消　　火　　器

　９　電話機への配線

　10 火災報知設備用総合盤

　11 ガス漏火災警報装置

・ 電 灯 設 備

・ 電力貯蔵設備

・ 監視カメラ設備

・ 映像音響設備

　16 電　　線　　類

　17 二重床内器具

　12 ハンドホール

　13　地中埋設標等

　14 取　付　高　さ

・　空調ダクト設備

・　自動制御設備

・　換気ダクト設備
・　換 気 設 備

・　空気調和機設備

　16 弁類の保護カバー

　15 保温及び遮音

　11 瞬間流量計又は瞬間

　10 圧　　力　　計

　14 絶　縁　継　手

　13 遠隔油量指示計

　12 油面制御装置

　９ 温　　度　　計

　８ 弁　　　　　類

　６ ダ　ン　パ　ー

　５ チ ャ ン バ ー

　４ 風 量 測 定 口

　７ 配　管　材　料

　３ ダ　　ク　　ト

　２ 煙　　　　道

　１ 設 計 温 湿 度

 　(2) ばいじん濃度計

 　(1) 付属物

　５ 放流納付金等

　４ 満水試験継手

　３ 洗面器等の排水管

　　　　　　・ 遠心力鉄筋コンクリート管(B型)

　屋外排水　・ 硬質塩化ビニル管（VU）　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

　図示の位置に取り付ける。

　・ 流し台等の床上露出部の配管は、蛇腹管の使用は禁止とする。

　・ 洗面器及び洗面器に直結する排水管寸法は、器具トラップより1サイズアップとする。

・ ガ ス 設 備

・ 給 湯 設 備

・ 浄 化 槽 設 備

・ 厨 房 設 備

・ 排 水 設 備

・ 融 雪 設 備

・ 消 火 器 設 備

・ 給 水 設 備

・ さ く 井 設 備

・ 消 火 設 備

・ 衛 生 器 具 設 備

　４ 地中埋設標等

　３ 保    　　　温

 ２ 埋設表示テープ　　　・　要         　　     ・不要

 １ 地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・不要

　給水管の項による。

　　原則として保温は行わない。ただし、屋外露出配管（弁類含む）は防凍保温を行うものとし、仕様は

　表2.3.5のh･(ｲ)･Ⅸとする。

　通　気　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　・ 耐火二層管（VP）

　２ 配　管　材　料

　１ 排　水　方　式

　汚　水　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）

　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）

        　　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）

　　　　　　・ 硬質塩化ビニル管（VP）　　　　・ 耐火二層管（VP）

　雑排水　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　化学排水　　（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ）

　雑排水放流先（ ・ 公共下水　　・ 合併処理浄化槽　・ 側溝等　　　）

　汚水放流先　（ ・ 公共下水　　・ 浄化槽　　　　　・ 　　　　　　）

　２ 配　管　材　料

　１ 消火設備の種類

　６ 保　　　　　温

　５ ガス湯沸器の接続

　４ ガ ス 湯 沸 器

　３ 弁　　　　　類

　２ 絶　縁　継　手

　１ 配　管　材　料

　・ 不活性ガス消火　　・ 泡消火　　　　　　・ 粉末消火　　　　　・ 連結散水

　・ 屋内消火栓　　　　・ 連結送水管　　　　・ 屋外消火栓　　　　・ スプリンクラー　　

　使用するガス（ ・ 都市ガス　　・ 液化石油ガス ）

　・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（SGP-VS）（地中配管用）

　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370 白管 Sch80）（不活性ガス消火）

　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　・ フード等用簡易自動消火

　　湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第2編3.1.5

　給湯管及び給水管の接続は、ステンレス製フレキシブルチューブを使用してよい。

　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

　図面に記載のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　取り付ける（鋼製ボイラ、熱交換器などに異種金属管を接続する場合）

　・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管（呼び径60Su以下は拡管式）　　・ 銅管（硬質(M)）

　井水管の吊りバンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

　・ 合成樹脂製　　　　　・　

　10 引込納付金等

　９ 水　　栓　　柱

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

　８ 水　　　　　栓

　７ 絶　縁　継　手

　・ 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。（ ・ ただし屋外に設ける場合は耐寒水栓とする ）

　・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。

　図示の位置に取り付ける。

　５ 弁　　　　　類

　６ 弁　　　　　桝

　  その他の部分　　JIS又はJV（ ・ 5K　　・ 10K ）

　  水道直結部分　　JIS又はJV ( ・ 5K　　・ 10K ）

　・ 標準図による。

　図面に記載のない場合の耐圧は下記による。

　・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

　・ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

　４ 量　水　器　桝

　３ 量　　水　　器

　・ 水道業者指定品（ ・ 貸与品　　・ 買取り ）　・ 標準図ＭＣ型

　・ 親メーター（ ・ 貸与品　　・　　　　　）　・ 子メーター（ ・ 買取り　・　　　　　）

　２ 配　管　材　料

　１ 給　水　方　式

　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）

　地中埋設配管　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PD）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VD）

　屋内配管　　　・ ポリ粉体鋼管（SGP-PB）　・ 塩ビライニング鋼管（SGP-VB）

　給水管の最小口径は20mmとする。

　給水引込管は水道事業者の指定によるものとし、材質は（ ・ 図示　　・　　　　　　　）とする。

　・ 井水（ ・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　

　・ 上水（ ・ 水道直結　　・ 高置水槽　　・ 圧力水槽　　・ 加圧給水 ）　

　５ 和風大便器耐火カバー

　４ 浴室・シャワーユニット

　２ 洗　　面　　器

　１ 衛生器具付属水栓

　別図による。（ユニット内配管材料共）

　別図による。

　手洗器は止水栓付とする。

　・ 設ける（ピット内は除く）　　・ 設けない

　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　３ 衛生器具ユニット

床上～中心

床上～中心

天井下～上端 100

100
天井下～上端

〃

〃

1,300壁付電話機

1,300

  300

  200

  900

　　　〃　　　（軽ガス）

ガス漏れ検知器（重ガス）

連動制御器（自動閉鎖）

表示灯

警報ベル

発信機

自動通報機器収容箱

副受信機

火報受信機（複合盤）

テレビ機器収容箱

廊下表示灯（　〃　）

復帰ボタン（　〃　）

呼出ボタン（多機能便所用）

壁付インターホン（上記以外）

外部受付用インターホン（子機）

発信器（出退表示用）

表示盤

アッテネータ

子時計,スピーカ

親時計

天井面～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上～中心

床上～操作部

天井下～上端

〃

(天井面)-200

1,500

(天井高)×0.8

(天井高)×0.9

800～1,500

800～1,500

1,500

800～1,500

2,000

1,100

標準図による

1,200

1,200

1,500(上端1,900以下)

〃

〃

〃

〃

　　　       　 天井高が3,000mm以上の場合及び機器の使用に支障が生じる場合は、監督員と協議する。

　　　（備考）　天井面を基準とする取付高は、天井高さが2,500mmから3,000mmの場合に適用する。

　　二重床内に設置する器具の位置表示としてマーキングを、直上の天井面につけること。また、用途に応

　じ色分けすること。

　二重床内に配線するEM-UTPケーブルは、用途に応じ色分けすること。

  800～1,300

  300

  600

  800

  500

  150

  150

  400

  150

中間端子盤（EPS・電気室）

室内端子盤（廊下・室内）

給油ボックス

接地極埋設標

試験用接続端子箱

接地用端子箱

電磁開閉器用押しボタン

開閉器箱

分電盤,制御盤,実験盤

引込開閉器箱（低圧）

ｺﾝｾﾝﾄ（土間）

　　　　　〃　　　　　　　 （台上）

　　　　　〃　　　　　　　 （和室）

ｺﾝｾﾝﾄ,電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ,ﾃﾚﾋﾞ端子（一般）

　　〃　（多機能便所用）

スイッチ（一般）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　　（踊場）

ブラケット（一般）

1,500

1,000

1,200

1,500

1,500(上端1,900以下)

1,500

1,200

1,200

2,500

2,100

床上～中心

床上～下端

地上～給油口

地上～中心

床上～下端

地上,床上～中心

〃

〃

床上～中心

床上～上端

床上～中心

台上～中心

〃

〃

〃

床上～中心

鏡上端～中心

〃

床上～中心

取付高[mm]測　　点名　　称

　壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

   (2)埋設表示テープ　　　・　要              　　・ 不要

　 (1)地中埋設標　　　　　・　要（図示による）　　・ 不要

 　・ 標準図による(蓋は富山県章入りとする)

・ 構内配電･通信線路

・ テレビ共同受信設備

・ 情報通信網設備

・ 受変電設備

・ 火災報知設備

・ 誘導支援設備

・ 構内交換設備

・ 雷保護設備

・ 拡 声 設 備

・ 防犯･入退室管理設備

・ 発 電 設 備

・ 動 力 設 備

 

・

 

消

 

火

 

設

 

備

 

・

 

給

 

湯

 

設

 

備

 　監視方式　・ 個別式　　　・ 集中監視式

 　ガス種類　・ 都市ガス　　・ LPガス

　・ 消火栓箱(別途)に組込　　・ 専用

　・ ボタン電話機1台につき、電子ボタン電話用ケーブルEM-EBT0.4-4Cを2mを見込む。

　・ 内線電話機1台につき、EM-TIEF0.65-2Cを2mを見込む。

　操作方式（ ・ 電気操作方式　・ 手動ばね操作方式　 ）

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　適用範囲（ ・ 受変電設備　・ 発電設備　 ）

　　外気に面する壁・天井で、内断熱施工される構造体のコンクリートに埋込むボックス等には、断熱材等

　を取り付ける。

　取外し再使用機器は清掃、絶縁測定のうえ取付ける。

　・ 新金属製　　・ ステンレス製　　・ 樹脂製

 　　・ 機械室内　　　・（ 　　　　　　　　）

 　　・ 屋外　　　　　・ 屋内（ 　　　　　）

 ２ 次の箇所の露出配管は塗装不要とする。

 １ 次の箇所の露出配管は塗装を行う。

　諾を受けて変更しても差し支えない。

　　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降配線経路は、電線太さ、電線本数及び管径等は監督職員の承

　属管とし、その場合は全長にわたって接地線を設ける。

　　また、機械室等の床配線は図面上PF管で記載している場合であっても、立上部分等の露出配管部分は金

　予備配管は、予備の配線用遮断器4個以下の場合(25)を1本、5個の場合(25)を2本、天井まで立上げる。

　　長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のビニル被覆鉄線を入線する。埋込分電盤からの立上り

 　　流量計取付用タッピング

　２ 電気計装用機材

　１ システム構成その他

　２ 貯 油 槽 施 設

　１ 機　　械　　室

　４ 排煙風量測定

　２ 排煙口の形式

　１ ダ　　ク　　ト

　７ 24 時 間 換 気

　６ 保　　　　　温

　５ チ ャ ン バ ー

　４ シールする排気ダクトの系統

　３ ダ　ン　パ　ー

　２ 風 量 測 定 口

　１ ダ　　ク　　ト

　３ 排煙口開放及び復帰方式

・　ボイラー及び付属機器設備 ・　冷熱機設備

・　排 煙 設 備 ・　排煙ダクト設備

 

・

 

換

 

気

 

設

 

備

　・ 次の位置に取付ける。（ ・外気ダクト　・還気ダクト　・空調機の吐出、吸込ダクト　・分岐ダクト ）

　及び多湿箇所は( ・ ステンレス鋼板　　・　　　　　　)とする。

　きる金属製のカバーによる外装を施す。なお、屋内用は ( ・ カラー亜鉛鉄板　　・　　　　　　)、屋外

　　温水、蒸気、冷水、冷温水用の配管で呼び径65以上の弁、ストレーナ等は、ビス等により容易に着脱で

　４  標準仕様書第2編3.1.4によるほか、下記による。

 　　　SUSラッキング内部はポリスチレンフォーム保温筒で保護する。

　　・ 露出部の冷媒管の外装は（ ・ 図示　　・ 保温化粧ケース　　・ SUSラッキング）とする。

　　・ 返りダクトの保温要

　　・ 排気ダクトの保温要　( ・ 外壁から1m　　　・ 　　　)

　　・ 外気取入ダクトの保温要　( ・ 全て　　　・ 　　　 )

　　　 屋外に保温化粧ケースを使用する場合は、ケース内に水が侵入しないよう必要に応じてシールする。

　　・ 暖房する室(天井内含む)の蒸気立管及び分岐管は保温を施す。

　　・ 建物内の空気抜き弁までの配管の保温は、(2.3.1.4)の温水管の項による。

　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、(2.3.1.5)の排水管の項による。

　　・ チャンバー及びダクトの消音内貼り(図示個所)を施した部分は外部の保温を不要とする。

　　　 さ+10mm以上とする。

　　・ 隠蔽ダクトのフランジ部(補強を含む)は厚さ25mmの保温を重ね巻きを行うか、保温厚さをフランジ高

　　煙道はロックウール保温材を使用するものとする。

　　含む）及び屋外多湿箇所はポリスチレンフォーム保温材を使用するものとする。また、排煙ダクト及び

　　材は原則としてグラスウール保温材を使用するものとし、温水・蒸気・給湯以外の暗渠内（ピット内を

　図示の位置に取り付ける。

　図示の位置に取り付ける。

　なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

　　・ 冷温水ヘッダーの（・各送り管 ・各返り管）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　制御盤には（ ・ 遠隔警報　　・　電磁弁制御　　・　　　　　　）の端子を設ける。

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　　・ 吸収冷温水発生機の冷温水管及び冷却水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　　・ 冷凍機の冷水管及び冷却水管（送り又は返り）に（・流量計 ・タッピング）を設ける。

　次の管に取り付ける。なお、瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とする。

　　・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）

　　・ 吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ 冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　　 レタンチャンバー

　　・ 冷温水ヘッダー(往)冷温水ヘッダーの各返り管

　　・ 空気調和機(パッケージ型を含む)のサプライチャンパー、レタンダクト、外気取り入れダクト及び

　　・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）

　　・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

　　・ 吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　　・ ボイラーの温水管（返り）

　　・ 冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

　次の位置に取り付ける。

　次の位置に取り付ける。なお、温度計は円形指示計とする。

　ドレン管　・ VP管　　・ 耐火二層管　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　冷 媒 管　・ 断熱材被覆銅管　　・ 銅管

　・ 鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

　・ 図示による　　　・ 図面に特記なき場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

　膨 張 管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

  蒸気還管　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STGP370　黒管　Sch40）　・ ステンレス鋼管（SUS304）

　蒸気往管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒）

  ・ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

　・ 取付位置は図示による。

　　　　　　　　　　 　　煙感知器、連動制御器及び配管配線は（ ・ 別途　　・ 本工事 ）とする。

 ２ ピストンダンパー　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）

 １ 防煙ダンパー　　　 　復帰方式（ ・ 遠隔　　・　　　　）

　　は間接排水口に導く。

 ３ 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管(呼び径20)を取付け、屋外又

　　バーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図示による。

 ２ 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャン

 １ 内貼を施すチャンバーの表示寸法は外寸法を示す。

　　　　　　・ 合成樹脂外面被覆配管用炭素鋼鋼管（PLP　地中埋設）

　油　　管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-黒　屋内配管）

　冷却水管　・ SGPｰVA　・ SGPｰPA　・ SGPｰ白　

　冷温水管　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）

　・ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による）

　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））

　ばいじん量測定口は口径80mmとし、取付け位置は煙道の直線部分とする。

　ばいじん濃度計を( ・ 設ける　　・ 設けない )

　伸縮継手、掃除口の取付位置は図示による。

72.3-1.0

55.834.9

外　　　　　気

室　　　　　　内

一 般 系 統

湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)温度(DB) 湿度(RH)

冬　季

夏　季 　　　　　℃ 　　　　　％ 　　　　　℃ 　　　　　％ 　　　　　℃ 　　　　　％

　　　　　％　　　　　℃　　　　　％　　　　　℃　　　　　％　　　　　℃

 ３ 井水管の保温種別については冷水管の保温種別によるものとする。

 ２ 合成樹脂製カバーは、（ ・ シートタイプ　・ ジャケットタイプ ）を使用するものとする。

 １ 材料・施工順序及び厚さは特記がなければ標準仕様書第2編第3章の表2.3.1～2.3.7による。なお、保温

　建築設備定期検査業務基準書（2016年版）（(一財)日本建築設備・昇降機センター)の排煙風量の検査方法に

　準じる。

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

 ３ 天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

 ２ 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

 １ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11による。（機器、盤類を除く。）

　図示による。

　　・ 排気ダクトの保温要（範囲は( ・ 外壁から1m ・ 図示による。)）

　　・ 多湿箇所のダクト（範囲は図示による。）

　　・ 外気ダクト（図示なき場合は全て。全熱交換ユニットの二次側含む。）

　・ 電気式（遠隔操作　・ 要　　・ 不要）　　・ ワイヤー式

　・ 亜鉛鉄板　　・ 普通鋼板(厚1.6m)

　・ 厨房系統　　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　

　・ 厨房系統の排気用ダクトは、標準仕様書第3.2.2のダクトの板厚の項より1番手厚いものを使用する。

　図示による。

　各居室において、換気量を測定し、必要換気回数以上であることを確認し、監督職員に報告すること。

　次のダクトは保温を行う。

　空気調和設備の当該項目による。

　空気調和設備の当該項目による。

　図示した位置に取り付ける。

　・ 低圧ダクト（ ・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ））

 

・

 

空

 

気

 

調

 

和

 

設

 

備

 

 

・

 

排

 

水

 

設

 

備

 

・

 

厨

房

設

備

　２ 貯 油 槽 施 設

　１ 機　　械　　室

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

　・ 表示板　（ ・ 鋼板製　　　・ SUS製　　　・ アルミ製 )

　・ 消火器収納箱　　　本入　　個　（ ・ 鋼板製　　・ SUS製 ）

　・ ABC粉末消火器　　　　号　　　本

 

・

 

消

 

火

 

器

 

設

 

備

　・ ドライシステム　　　・ 

　３ 機 器 機 能 等

　１ シ　ス　テ　ム

　２ 機 器 の 寸 法

　図示による。

　概略寸法とする。

 

・

 

ガ

 

ス

 

設

 

備

　９ 電　気　防　食

　10 引 込 負 担 金

　８ 漏洩検知装置

　７ 地 中 埋 設 標

　６ 転 倒 防 止 等

　５ 充 て ん 容 量

　４ ガスメーター

　３ ガス集合装置

　２ 配　管　材　料

　１ 使　用　ガ　ス

　・ 要（ ・ 別途　・ 本工事 ）　　・ 不要

　・ 要　　　・ 不要　

　・ 要　　　・ 不要　

　設置する（埋設シート共）

　標準図「液化石油ガス容器転倒防止施工要領」の（ ・ (a)　・ (b) ）による。

　・ 標準図「液化石油ガス容器廻り配管要領」による　　・ 設計図による

　別途（ ・ 50kg　　・　　　　） ×　　　本

　・ 本工事　　　　・ 貸与

　・ 本工事（ 　　本組）　　・ 別途工事

　・ ガス用ポリエチレン管（PE）（地中配管用・ロケーティングワイヤー共）

　・ ポリエチレン被覆鋼管（PLS）（地中配管用）

　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-白）　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG）

　・ 都市ガス（ 発熱量：　　　　MJ/Nm3 ）　　　・ 液化石油ガス

　３ 弁　　　　　類

　２ ノズル・ドレン

　１ 配　管　材　料

　・ 図示による　　　・ 図面に特記のない場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。

　材質は　　　　　　とし、形式は図示による。

　散水管　・　　

　送水管　・ 

 

・

 

融

 

雪

 

設

 

備

　図示による。
　１ 対象人員及び型式等

　１ヶ月相当分以上を納入する。
　２ 消　　毒　　剤

　浄化槽使用開始3ヶ月後、1回放流水質の測定結果を報告する。　３ 試験運転調整

 

・

浄

化

槽

設

備

 

・

 

排

 

煙

 

設

 

備

 

・

 

自
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設

備

 

・
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火

 

器

 

設

 

備

 

・
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水

 

設

 

備

 

・

 

衛
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器

具

設

備
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○ ○

電気室

　 ・ 受信機( 　　型　　級　　　回線)　・ 火報盤と一体　・ 単独　・　既設利用
○

○

事務局
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建　築 電　気 備　考 項 建　築 電　気工事区分項

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５
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２０

２１

２２

２３

２４

２５

工事区分

コンクリート躯体貫通スリーブ取付

同上周囲補強

鉄骨貫通スリーブ取付（熔接一体）

天井切込み（天井下地含む）

床及び壁面の切込み開口（設備工事関係のもの）

同上補強及び補修仕上げ

同上補強及び補修仕上げ（　　　同　　上　　）

床下トレンチ及びピット

同上換気口

床下点検用ハッチ（蓋、枠、縁上部仕上共）

天井点検用ハッチ（　　　同　　上　　　）

パイプシャフト点検用ハッチ（　同　上　）

発電機及びキュ－ビクル基礎工事（補強筋共）

屋内各機器基礎工事（補強筋共）

同上アンカ－ボルト箱入れ、穴明け

同上アンカ－ボルト箱入れ、穴明け

同上アンカ－ボルト箱入れ、穴明け

屋上設置用機器基礎工事（補強筋共）

機械室内消音断熱仕上

シャッタ－（操作盤、スイッチ、操作線共）

同上電源供給及び操作盤への接続工事

自動ドア（操作盤、スィッチ、接続共）

同上電源供給及びスィッチへの配管配線

煙感知器連動による防火戸取付

同上配管配線接続工事

液面電極棒（支持固定装置共）

同上用リレ－（制御盤内蔵）

液面電極棒とリレ－との配管配線接続工事

屋内消火栓ボックス

同上表示ランプ、組込ベル、発信器とその取付工事

雨水樋及び養生管、ル－フドレ－ン

雨水縦樋末端と側溝又は雨水桝との接続工事

雨水会所桝及び雨水排水工事

雑排水桝、汚水桝及び排水工事

側溝最終桝と排水会所桝との接続工事

一般陶器製流し台

化粧鏡

カ－テンボックス、ブラインドボックス

カ－テンレ－ル

カ－テン及びブラインド

外部に面する給排気ガラリ

同上ダクト接続用金具

ドアガラリ、換気口（内部）

外部に面する換気口

煙突（点検口共）

煙導又は煙突との接続工事

一般フ－ド（厨房、調理、湯沸室共）

外部に面するウェザ－カバ－

壁付け換気扇類

同上取付枠

外部に面する換気扇取付け後の防水シ－リング

天井埋込換気扇及びダクト、ベンドキャップ

避雷針及び同接地工事

自動制御用２次側配管・配線

空調設備制御盤と２次側電気配管・配線

テレビ電波障害近隣対策用配管

電話交換機、試験台、ＭＤＦ類

同上用直流電源装置、充電器、蓄電池類

同上用配管入線接続工事

電話機

エレベ－タ－（扉共）

同上用三方枠

同上電源供給及び操作盤との接続工事

同上用インタ－ホン及び入線エレベ－タ－内配管配線

同上の基本料金（電気）

工事負担金、引込分担金（電　　気）

　　同　　　　上　　　（ガ　　ス）

　　同　　　　上　　　（上下水道）

紙巻器

空　調 空　調 厨房機器厨房機器

床ピット・床ピット見切・排水溝・グレーチング蓋取付工事

ダクト内水返し及び水抜き

厨房機器開口部ステンレス三方枠及び厨房機器との隙間仕舞

フード・ダクト工事（接続共）

コンテナ洗浄機床ピット用チェッカープレート

プレハブ冷凍・冷蔵庫用室外機設置用基礎工事

プレハブ冷凍・冷蔵庫　床コンクリート工事（仕上含む）

給排水・給湯・ガス配管元バルブ・カラン及び取付工事

厨房機器の取扱説明書の作成・取扱説明

現場に於ける厨房機器試運転

厨房機器清掃

床ピット内排水トラップ取付工事

床ピットストレーナー（残菜カゴ）取付工事

厨房機器への給排水・給湯・ガス配管工事（接続共）

一次側給排水・給湯・ガス配管工事

厨房機器への電源接続工事

一次側電源工事

厨房機器　製造・搬入・据付・組立

同上配管配線、リレ－ズ取付接続、受信盤取付

コンクリ－トダクト内消音断熱仕上

同上配管配線、リレ－ズ取付接続、受信盤取付

熱煙感知器連動によるダクト系統自動開放閉鎖装置

煙感知器連動によるシャッタ－自動閉鎖装置

８９

８８

８７

８６

８５

１１０

１１１

１０９

９５

９６

９７

９８

９９

１０１

１０２

１０３

１０４

１０５

１０６

１０８

１０７

９４

９３

９２

９１

９０

１００

１１２

受電通水後竣工引渡し迄の電気、ガス、上下水道使用料金

衛　生 衛　生

消火器ボックス

排水管、ガス管路の舗装（アスファルト舗装）撤去、復旧

既設厨房機器撤去

　　〃　　　　　に伴う配線、配管撤去

既設厨房内　グリストラップ撤去

既設厨房内　側溝、集水桝撤去及び穴埋め処理

　　　　　　　　　　　　及び撤去跡躯体貫通部穴埋め処理

　　〃　　　　　　　　　　　撤去跡躯体貫通部穴埋め処理

工事上の各種書類作成、申請、届出

※書類、資料等の作成含

設置届は建築主体工事

プレハブ冷凍・冷蔵庫　搬入・据付・組立

同上電源供給及び操作盤との接続工事

電気錠

各工事に必要なｽﾘｰﾌﾞは各々の工事とする

※プレハブ冷凍・冷蔵庫含む

※ユニット外機含む

厨房廻り　手洗い器、ペーパータオルフォルダ

給湯ボイラー

雨水枡、管路の改修の舗装（インタロッキング舗装）撤去、復旧

グリストラップ新設

※雨水枡、管路は衛生設備工事

業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1)

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男
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富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原工事区分表 E-03
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中山公園
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↑小杉庁舎

教職員用駐車場

旧付属農場
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南側出入口
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温室

茶室

太閤山県営住宅団地

7
5
,
4
6
0

正面出入口

学生会館

不用品集積場２

営繕車両倉庫

西側出入口

屋外部室

Ｎ

自転車置場

+1880

+1980

+2080

+2080

-420

-20

-120

+1980

-2920

-420

-1670
-1470

-3420

-4120

-1520

-4420

-5120

-4620

-3120

危険物薬品庫

太閤池

+1900 +2850

+150

東実験棟

東駐車場

本体

講義棟渡り廊下

排水処理槽置場

東側増築

本体

H.04.09.08

H.04.09.08

H.04.09.08

H.04.09.08

H.17.12.22

本体 H.04.04.02

H.03.05.02

H.03.05.02

H.03.05.02

講義棟

一般教養棟

H.02.03.13

H.02.03.13

本体

本体

研究共用棟

特殊実験棟

H.02.04.04

H.02.04.04

H.02.05.21

H.02.05.21

H.02.05.21

H.02.05.21

本体

本体

H.02.03.13

H.02.03.01

建物番号
竣工年月日

R.02.03.18

R.02.03.18

R.02.03.18

既存建物の竣工履歴

-120

+2250

（
前

面
道

路
）

建
築
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準

法
4
2
条

1
項

1
号

道
路

県
道

3
4
8
号

 
太

閤
山

戸
破

線

1/2000

1/1000

附近見取図、配置図

ｻﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ(野球場)

道
路
境
界
線

 
4
,
8
0
0

ｸﾞﾗﾝﾄ倉゙庫

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ(ｻｯｶｰ場)

Ｄ 教職員共通棟

Ｌ 合同棟

(一般教養棟)

Ｍ 生物工学科棟

Ｋ 生物工学研究センター

Ｇ 厚生棟

Ｆ 講義棟

敷地の地名地番：富山県射水市黒河 5180

付近見取図（Ｎ.Ｓ）

道
路
境
界
線 
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,
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5
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道
路
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界
線 
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,
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5
0

道

路

境
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線 
2
0
,
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0

Ｅ 研究棟

名称

中央棟棟

Ｈ体育館

Ｊ計算機センター

Ｂ図書館

Ａ本部棟

Ｃ実習棟

研究棟(Ⅰ)

研究棟(Ⅱ)

厚生棟(Ⅰ)

厚生棟(Ⅱ)

渡り廊下(1)

14a:本体

14b:大講義棟

14c～e：渡り廊下

A　本部棟

B　図書館

C　実習棟

D　教職員共通棟

E　研究棟

F　講義棟

K　生物工学研究ｾﾝﾀｰ

L　合同棟

M　生物工学科棟

BM=±0(BM：図書館棟FL)

12a

43

5

35h

41

35l

35j

35i

35e

35d

6

37

14e

14d

14a

13

12

11

6

4

3

2

1

38

39

49

42

15

19

35g35f

16

14c

14b

10

87

36

※今回増築 -

※今回増築 -

(富山県立大学前)

1.9KL地上ﾀﾝｸ

(射水市ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

富山県立大学前)

(太閤山東口)

環境工学実験棟(新館)

本体 R.04.03.16 　DX教育研究ｾﾝﾀｰ

ピロティ下増築 H.29.03.24

G　厚生棟

H　体育館

5180

市道戸破158号線

（前面道路）建築基準法42条1項1号道路

市道戸破179号線

（前面道路）建築基準法42条1項1号道路

53b

54c54b54a

53a

～ 52f52c

52b

52a

パステル工房

31

23
環境工学実験棟２

51b

ＤＸ教育研究センター51a

薬品庫

不用品集積場１

業務名富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

担当 監修

図面番号

縮尺図面名

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

・ 

・ 

・ 

・ 

管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇

理  事  長　　　 中　川　　潔

一級建築士事務所知事登録（１４）３２号

(A1)

(A3)

1
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5
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8
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14

51
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業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1)

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男
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高圧単線結線図【改修後】 原
E-05

（ＡＣ１００Ｖ）

φ

F
PTT

PF

PTx2

ＧＲ

OCx2

INS付

Ｉ　

CTT

３φ３Ｗ６６００Ｖ　６０Ｈｚ

既設実習棟

既設主変電設備

高圧配電盤より

ＣＨ

６ＫＶ　ＣＶＴ３８゜

ＣＨＥＡ

DS 7.2kV

200Ax3

ＥＡ

ＥＤ

ＥＤ

Ｖ

φ

～

VS

COS kW/D COS /D
Ａ

～

AS

9kV/150V

30/5A

kW

VCB 7.2kV

400A 8kVA

(手動ばね )

ＥＢＥＱＥＰ ＥＡ ＥＤ

ＥＤ ＥＢＥＱＥＰ ＥＡ

１
４
°

６
０
°

３
８
°

G-RP-BA

空調制御　EM-CEES2°-5C

計量　EM-CEES2°-5C計測　EM-CEES2°-10C

～

キュービクルより

～

Ａ

～

VCB 7.2kV

(手動ばね)

600A 8kVA

変更

ＫＩＣ３８°

CTx2

30/5A

CTx2

変更

75/5A

75/5A

kW

変更

360kW

400kW

計測

遮断器（ＣＢ） 遮断器（ＣＢ）

ＰＡ１ ＰＰ１ ＰＴ１ ＰＥ１ＰＡｎ

遮断器（ＣＢ）遮断器（ＣＢ）

ＫＩＣ１４°
ＲＳ

６．６ＫＶ／２１０Ｖ

ＲＳＴ

ＺＣＴＬＧ

２
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所内電源
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遮断器（ＣＢ）

Ｌ１ Ｌｍ Ｌ１６ Ｌ１７
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６．６ＫＶ／２１０Ｖ－１０５Ｖ

ＲＴ

ＬＧ ＺＣＴ

１

Ｔ１ １φ（油入り自冷式）

１００ＫＶＡ

ＣＴ×２

Ｆ１Ａ

ＶＳ

Ｖ

０～３００Ｖ

ＡＳ

A/D Ａ

１１５０Ｖ

１５ＶＡ

６００/５Ａ

ＩＶ３２５°

ＩＶ３８°

1

ＬＢＳ３Ｐ　７．２ｋＶ　２００Ａ

２－ＰＦ

７．２ｋＶ　４０ｋＡ

Ｇ３０Ａ(Ｔ２０Ａ)

Ｗｈ

※２

ＥＢ

ＥＡ

状態 状態

変更

備考

開閉器 （ＭＣＣＢ）

容量（ｋＶＡ）

Ｐ ＡＦ ＡＴ

３

３

３

３

３

１００

３ １００

３

３ １００

幹線 Ｎｏ 負荷名称トランスＮｏ

共同溝

１階共用

キャッシュコーナー

ラウンジ

２階共用

喫茶

クラブハウス

温室

雨天練習場

WHM

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ

G-PL-BA

G-PL-1A

G-L-1C

G-PL-1D

G-PL-E

G-PL-2A

G-PL-2B

H-PL-2B

売店

　５０

１００

１００

　５０

１００ 　５０

　５０

１００

３ 　５０１００

１００３

１００３

３ １００

３ １００ 　５０

　１.７　

１７.５９

　２.０　

　２.４６

　６.０７

　５.８　

　６.４　

　３.３８

　５.０　

　８.８　

　５.５４

Ｌ１１

Ｌ１２

Ｌ１３

Ｌ１４

Ｌ１５

１１５.９

CV 38sq　４.６９

CV 14sq

CV 38sq

１００

１００

１００

CV 38sq

CV 38sq

CV 38sq

CV 38sq　７５

１００ CV 60sq

CV 22sq

Ｌ１０

Ｌ０１

Ｌ０２

Ｌ０３

Ｌ０４

Ｌ０５

Ｌ０６

Ｌ０７

Ｌ０８

Ｌ０９

１００ CV 38sq

１００ CV 38sq

研究室 CVT100sq

１００ １６.８３ CET 60sq部室　１階体育館

H-L-1A

H-L-1B

トランスＮｏ 幹線 Ｎｏ 負荷名称 備考

開閉器

容量

（ＭＣＣＢ）

（ｋＷ）

Ｐ ＡＦ ＡＴ

３

３

３

３

１００ １００

３

３

３

３

３

WHM

共同溝

売店

医局

喫茶

研究室

クラブハウス

温室

エレベーター

G-PL-BA

G-PL-1D

G-PL-2A

G-PL-2B

G-P-2A

H-PL-2B

１００ 　５０

　５０１００

１００

４００ ３００

１００

１００

１００

１００

２２５

１００

１００

３

３

３

３

３予備

　０.７５

４７.３５

　４.１　

　５.１　

　４.０８

　９.２７

５７.２５

３４.５８２２５ ２２５

　３.０

１０.０

ＰＡ７

ＰＡ６

ＰＡ５

ＰＡ４

ＰＡ３

ＰＡ２

ＰＡ１

ＰＡ８

ＰＡ９

ＰＰ１

ＰＴ１

ＰＥ１

１９０.５

２４.０ CVT60sq１２５

CVT200sq

CV 60sq

CV 38sq

CV 60sq

CV 60sq１００

１００ CV 60sq

１００

CV 38sq

１００

１００

１００ CV 38sq

CV 14sq

CV 100sq

１００

トランスＮｏ 幹線Ｎｏ 負荷名称 備考

開閉器

容量

（ＭＣＣＢ）

Ｐ ＡＦ ＡＴ

３

３

３

３

WHM

１００体育館１階1　生協ＰＢ１

ＰＢ２ ２２５ ２２５ ４０.６８ CET 150sq

CET 38sq　６０

３ １００ １００ １６.８３ CET 60sq体育館１階　談話室

３ １００ １００ CET 60sq体育館１階　生協 １７.７１

（ｋＷ）

（ｋＶＡ）

１２.３０G-PL-1F

G-PL-1G

G-PL-1F

G-L-1D

Ｌ１６

Ｌ１７

５２.９８

ＰＢ３

ＰＢ４

２２５ ２２５

Ｌ１８ ２２５ １２５

体育館１階2　生協

Ｔ１ Ｔ２ Ｔ３

注a

ＦＬ ＦＬ

ＮＰ１

変電設備

ＮＰ２ ＮＰ３

ＦＡＮ

低圧動力盤受電盤 低圧電灯盤

8001,000800 1,750900

側面扉新設

低圧動力盤

チャンネルベース

キー付ハンドル

側面扉

ＮＰ４

今回更新

キー付ハンドル キー付ハンドルキー付ハンドル

今回工事 既設キュービクル

屋 内 型 キ ュ ー ビ ク ル 姿 図

正面図 右側面図

遮断器（ＣＢ）

ＰＢ１ ＰＢ２

２００/５Ａ

Ａ

６．６ＫＶ／２１０Ｖ

３φ（油入り自冷式）Ｔ３

１００ＫＶＡ

※２

ＲＳＴ

ＺＣＴＬＧ

ＣＴ×２

Ｆ１Ａ

ＩＶ１５０°

ＶＳ

Ｖ

０～３００Ｖ

ＡＳ

A/D

１１５０Ｖ

１５ＶＡ

ＬＢＳ３Ｐ　７．２ｋＶ　２００Ａ

７．２ｋＶ　４０ｋＡ

３－ＰＦ

Ｇ２０Ａ(Ｔ１０Ａ)

Ｗｈ

３

3

Ｔ３ ３φ（油入り自冷式）

６．６ＫＶ／２１０Ｖ

１５０ＫＶＡ

更新

Ａ

４００/５Ａ

ＩＶ１４°

ＫＩＣ１４°

追　記

１．受電用遮断器の遮断容量及び引込ケーブルサイズは保護協調をとり、

保安管理者と協議、確認すること。

１） 低圧側配線用遮断器は、ＪＩＳ４６２０による遮断容量とする。

２） チャンネルベースは、底板付とする。

３） 備品、予備品は下記とする。

ランプヒューズ（使用数と同数）３－１）

電力ヒューズ（使用数と同数）３－２）

フック棒（１本）３－３）

特記事項

故障

計測

状態

今回工事　更新を示す

今回工事　改修を示す

積算電力計WHMは検定付、パルス発信器付となっている。注記2.

注記3.

 /D図中ｼﾝﾎﾞﾙ　　　　は信号変換器を示し、当該信号を中央監視装置に出力するものとなっている。注記1.

新設厨房内機器用

１００ １００

厨房動力機器

注b

WHMを40/5Aに取替え

２２５ ２２５

体育館AC → 新設食堂P-1

厨房動力機器

予備 → 新設食堂P-1

予備 → 新設食堂P-1

厨房動力機器

H-P →  G-PL-1Bへ

既設食堂機械室

予備 → 新設食堂L-1

２２５ １５０

食堂G-PL-1B

→  体育館空調H-P

G-PL-1B

→H-P

ラウンジG-PL-1E

→食堂G-PL-1B

G-PL-1E

注c

注d

予備

注e

注f

注 g

→ G-PL-1B

→  予備

食堂 G-PL-1B

→  予備

改修キュービクル式高圧受電設備

３

３

→P-1

→P-1

体育館AC

新旧食堂一般電灯

増設　MCCB、〇・◆

注a：既設食堂G-PL-1B(単相)ｹｰﾌﾞﾙ接続外し、予備とする

注d：体育館AC(三相)のｹｰﾌﾞﾙ接続外し、新設食堂P-1(三相)のｹｰﾌﾞﾙを接続

注e：予備(三相)に、新設食堂P-1(三相)のｹｰﾌﾞﾙを接続、WHMを40/5Aに取替え

注f：予備(単相)に、新設食堂L-1(単相)のｹｰﾌﾞﾙを接続

注g：注aで接続外したｹｰﾌﾞﾙを、T3配電盤増設MCCB100AF/100ATに接続

注b：既設食堂G-PL-1B(三相)のｹｰﾌﾞﾙ接続外し、体育館空調H-P(三相)のｹｰﾌﾞﾙを接続

注c：ラウンジG-PL-1E(三相)のｹｰﾌﾞﾙ接続外し、既設食堂G-PL-1B(三相)のｹｰﾌﾞﾙを接続

CET 150sq

CET 150sq

CET 60sq

CET100sq

１５.８０

１６.９９

５４.２４

４５.９１

既設 中央監視リモート盤

地下1階電気室

新設

動力制御盤P-1より

既設

状態、故障およ計測は既設中央監視装置に接続されている。改修後現況復旧・増設のこと。



業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1) -

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

(A3) -

中央監視盤 又は
負 荷 表 電 気 特 性 分 岐 遮 断 器 制御

付 属 機 器 表 示盤 名 称

遠方表示盤

主回路 操作制御スイッチ 連　動・インターロック 備 考結 線 図 操作

電 圧 容 量 合 計

盤 形 式
番 号 相記  号 名 称 線 台数 種 類 極 ＡＦ ＡＴ

ＡＭ Ｅ ＳＣ ＧＬ ＲＬ ＯＬ 発停 ＧＬ ＲＬ ＯＬ方式（Ｖ） （ＫＷ） （ＫＷ）

主回路単線結線図 始動方式

Ａ 電源送り Ｂ 単式Ｌ－Ｓ ５ 手動－連動

Ｒ
0

Ｒ

４３

５１Ｘ ５１ＸＥ

３ ＯＦＦ

連動又はＲ．Ｓ

自動接点

３

５２

ＯＮ

Ｐ
1

Ｐ
2

５２

Ｌ回路

ＯＬ ５１Ｘ

Ｙ回路

Ｐ
3

Ｓ

Ｓ
0

５１Ｘ
５２

動力制御盤結線図

動力盤_結線図_【改修後】 E-06

（屋内自立型）

Ｐ

ＭＣＢ３Ｐ

３φ３Ｗ

２００Ｖ

Ｅ ３３ ３ ２００ ＡE

F

G

H

ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ

ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ

ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ

ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ

０.９９８ ０.９９８

　１．７８ １．７８

１４．４０ １４．４０

　４．４１ 　４．４１

１

１

１

１

３０５０

３０５０

７５１００

５０ ５０

動力盤

電灯と一体型

G-PL-1B

GHP-2

GHP-1

MAC-1

MAC-2

PB1 屋外 GHP-2

屋外 GHP-1

屋外 MAC-1

屋外 MAC-2

MCB3P50A/NT

SPDⅡ

２２５ＡＦ/２２５ＡＴ

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原

　３．００1

2

3

4

5

6

7

　２．３０ １

１

１

１

１

１

１

　２．３０

　２．３０

　２．３０

　２．３０

１９．６５

　０．８０

　２．３０

　２．３０

　２．３０

　２．３０

１９．６５

　０．８０

５０ ２０電気ｳｫｰﾏｰﾃｰﾌﾞﾙ

電気ｳｫｰﾏｰﾃｰﾌﾞﾙ

電気ｳｫｰﾏｰﾃｰﾌﾞﾙ

電気ｳｫｰﾏｰﾃｰﾌﾞﾙ

電気ｳｫｰﾏｰﾃｰﾌﾞﾙ

自動食器洗浄機

５０ ２０

５０ ２０

５０ ２０

５０ ２０

１００１００

５０ ２０返却コンベア

予備

１００ ７５

５０ ５０

予備

CET150sq

５０５０

8

9

１

１

１２．８０

　３．０３

１２．８０

　３．０３

１００ ７５

５０ ３０

消毒保管機

電気湿温蔵庫

10

11

１　２．４７

１　２．４７

　２．４７

　２．４７

５０ ３０

５０ ３０

プレハブ冷凍庫

プレハブ冷凍庫

16

17

18

19

１　３．１０

１

１　５．００

１　９．１０

　３．１０

　５．００

　９．１０

20 １　３．００ 　３．００

５０ ３０

５０ ３０

５０ ２０

５０

５０ ３０

５０

包丁まな板消毒保管機

冷蔵ショーケース

IH調理器

無沸騰噴流ゆで麺機

電気ウォーマーテーブル

予備

　０．７５ 　０．７５

12

13

14

１

１　２．００

15

　２．００

５０ ２０

５０ ２０

冷凍庫

温蔵ショーケース

冷蔵ショーケース

冷蔵ショーケース

１

１

５０ ２０

５０ ２０

　０．６９

　０．７５

　０．７５

　０．６９

　０．７５

　０．７５

Ｐ

ＭＣＢ３Ｐ

３φ３Ｗ

２００Ｖ

MCB3P50A/NT

SPDⅡ

２２５ＡＦ/２２５ＡＴ

PB2

CET150sq

54.238kW

３ ３ ２００ Ｅ ３ Ａ

５０５０予備

45.910kW

厨房 

厨房 

厨房 

厨房 

厨房 

洗浄室 

洗浄室 

食品庫 

厨房 

厨房 

厨房 

洗浄室 

厨房 

冷凍 

冷蔵 

厨房 

盛付室 

盛付室 

盛付室 

厨房 



業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1) -

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

(A3) -

ＲＬＡＴ極数ＲＬＡＴ極数 ＯＬ発停制御機器個数ＡＦ種類区分（ＶＡ）（Ｖ）番号ＯＬ発停制御機器個数ＡＦ種類区分（ＶＡ）（Ｖ）番号

盤　形　式盤　形　式

電圧電圧 Ｒｙ負荷負荷容量回路Ｒｙ負荷負荷容量回路

備　　　考結　　線　　図備　　　考結　　線　　図

盤　名　称盤　名　称

分　岐　回　路分　岐　回　路 中央監視盤リモコン機器分 岐 遮 断 器中央監視盤リモコン機器分 岐 遮 断 器

主

回

路

主

回

路

制

御

回

路

回

路

構

成

制

御

回

路

回

路

構

成

電灯分電盤結線図電灯分電盤結線図

ＥＬＢ:Ｅ

Y

R-RＭＣＢ:Ｍ

遮断器の種別は下記とする３φ３Ｗ　２００Ｖ－ＡＣ:

４回路の内　１回路とする

専　用　電　源:Ｐ

フル２線リモコンリレー　制御用　Ｔ／Ｕ:１φ２Ｗ　２００Ｖ－ＡＣ:

フ ァ ン コ イ ル:Ｆ

コ ン  セ  ン  ト:Ｃ

リモコンリレー　（１００Ｖは片切り、２００Ｖは両切りとする）:１φ２Ｗ　１００Ｖ－ＡＣ:

電 灯:Ｌ

は、下記とする図中リモコン機器シンボル負荷区分は下記とする回路番号区分は下記とする

４Ａ１

注記　３注記　２注記　１
主回路

分電盤_結線図_【改修後】 E-07

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原

C22

C23

C24

C25

C26

C27

C28

C29

C30

C31

C32

C33

C34

C35
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G-RP-BA

既設電灯盤

G-PL-BA

既設ﾘﾓｰﾄ盤２面体

ドライエリア

注2

空調制御 注1

空調制御

注1 空調制御ｹｰﾌﾞﾙは１階新設端子盤G-T-1Bより既設講義棟１階PS内中央監視設備まで配線接続する。

注2 計量ｹｰﾌﾞﾙは１階新設分電盤G-PL-1Bより厚生棟電気室既設G-RP-BAまで配線する。

　　１階新設端子盤G-T-1B二次側配線は機械設備工事とする。

注3

注3 立上げ位置のほぼ真上の講義棟1階PS内に設置された既設中央監視ﾘﾓｰﾄ盤K-RP-2Aに接続する。

業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔
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図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

(A3)

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原幹線設備 地下1階平面図【改修後】 E-08
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3φ EM-CET150sq×2（ﾗｯｸ）

1φ EM-CET100sq（ﾗｯｸ）

1φ EM-CET60sq（ﾗｯｸ）

制御 EM-CEES2sq-10C（ﾗｯｸ）

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸZ35-600

既設

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

新設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　Z35-600

防火区画貫処理

3φ EM-CET150sq×2（ﾗｯｸ）

1φ EM-CET60sq（ﾗｯｸ）

1φ EM-CET100sq（ﾗｯｸ）

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸZ35-600

制御 EM-CEES2sq-10C（ﾗｯｸ）

既設　防火区画貫通処理

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ W=600

新設　防火区画貫通処理

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ W=600

新設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ　Z35-600
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理  事  長　　　 中　川　　潔

一級建築士事務所知事登録（１４）３２号
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監修担当

管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
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防火区画貫通処理

ト

H
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150111009

P-PTPPLL

F F F F F (F:FEP(50))

凡 例

名 称 備 考

 FP 2.0-3C～3　　　(E31)

FP2.0-3C×2　　(E25)～2　

CPEV1.2-1P(E25)　ﾘﾓｺﾝ

43

3

制御 EM-CEES2sq-5C（PF22）

G-PL-1E G-PL-1A G-PL-1DG-PL-1C G-L-1D

2

1

H-L-1B

G-T-1F G-PL-1F

CV 3.5-4C

B
2階ﾍ

CV14sq-3C APC 屋外棟ﾍ

CVV 2sq-2C APC 屋外棟ﾍ

1

中央監視盤

C-75 に通線

CR-400

CV 14sq-3C×2 

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

1φ EM-CET38sq E38sq（ﾗｯｸ）

3φ EM-CET60sq      （ﾗｯｸ）

配置図参照

電灯分電盤

動力制御盤

記 号

CVV 2sq-4C 

2.0×3 E2.0(E25)

2.0×3 E2.0(E25) 給湯ﾎﾟﾝﾌﾟ

給湯ﾎﾞｲﾗｰ

ﾎﾞｲﾗｰ

22

 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

系統図参照

G-P-1C

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ SS150sq×100

立上り、素通し、立下げ

動力・電灯分電盤

系統図参照

ELV 225/150AT 15KW

CR配線

E

13

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原幹線設備 1階平面図【改修後】 E-09

今回工事範囲 注記1：図示なきとも防火区画貫通処置E31を10ヶ所計上すること

注記2：図示なきとも既設配線との接続用に下記を計上のこと

　　 　ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ中型四角浅型　10個、ｹｰﾌﾞﾙEM-CE8sq-4C　200m

既設電線管に防火区画貫通処理を施工のこと

今回工事

　電線管G82×2本

G-PL-1B

P-1

L-1

3φ EM-CET150sq×2（ﾗｯｸ）

1φ EM-CET60sq（ﾗｯｸ）

1φ EM-CET100sq（ﾗｯｸ）

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸZ35-600

制御 EM-CEES2sq-10C（ﾗｯｸ）
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管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

理  事  長　　　 中　川　　潔

一級建築士事務所知事登録（１４）３２号

業務名

監修担当

管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号

縮尺
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図面名
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A4

EM-CE22sq-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 

EM-CE14sq-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 

18 19

手元開閉器3P20A

手元開閉器 3P30A

EM-CE14sq-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 

3P15AE

手元開閉器3P50A

手元開閉器 3P40A

3P20AE(引掛)

3P20AE(引掛)

3.5

3.5
3.5

3.5

20

3.5

10

イイイイイイ

ACR-1 ACP-3

ACP-2ACP-4

ACP-1 ACP-2

F1

 配管用ﾌﾞﾛｯｸ W=600

屋外ﾄﾗﾌ（屋根付）W=300 SUS

 既設

SS300°×200WP.SUS

移設 排気ﾌｧﾝｽｲｯﾁ

排気給気ﾌｧﾝ

 空調ﾘﾓｺﾝ

A MC

RS

 空調ﾘﾓｺﾝ

 ｹｰﾌﾞﾙ再利用

RSRS

MACP

4-63

×2

OB

ACP

1

配管用ﾌﾞﾛｯｸ W=600

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

外壁貫通処理

SS400°×400WP.SUS

SS200°×150WP.SUS

記 号 名 称 備 考

電灯分電盤,動力制御盤

新設 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM35-400

天井吊り金具 含む

天井吊り ﾎﾞﾙﾄL=1,200

D

凡 例

G-PL-1E G-PL-1D G-L-1D

2階ﾍ

屋 外

動力負荷配管・配線リスト

いんぺい 露 出

容量

(kw)

電 源負 荷 名 称負 荷 記 号記 号 備 考

保 護 管

kw屋外機 3φ200V

kw屋外機

kw屋外機 3φ200V

kw3φ200V

使 用 ｹｰﾌﾞﾙ

ﾗｯｸ

kw

5.5,3E 3.5(E35)

2sq×2 (E19)

G-PL-1F

AC200V

図中機器ｼﾝﾎﾞﾙの配線は下記とする。注1.

　ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ102°×44

　空調室内機(機械設備工事)

空調室内機

1

MACP

2-36

×8

EEF2.0 - 3C

EM-CEE2sq-2C×3

EM-CEE2sq-3C

H-L-1B

A CA B a

G-P-1C

CVV 2sq-2C(E25)

VVF2.0-2C(E25)

RS

F1

MMA

MC

RS

MMA

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

ｽｲｯﾁ+ﾒﾀﾙﾓｰﾙｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

ﾒﾀﾙﾓｰﾙｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

立上り、素通し、立下げ

SS150sq×100

中形四角深型

A型1個用

A型

換気扇 機械設備工事

EEF2.0 - 3C (ｺﾛｶﾞｼ) 

1、特記なき配管、配線は下記の通りとする。

MC

A

空調室内機

RS 空調ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ

動力・電灯分電盤

再取付 再取付

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

外壁貫通処理

A1

A2

A3

A5

ACR

1

1φ200V

3.40kW

A6

MAC

1-140 ×3

CR

MAC

1-80

CR

1φ200V

0.160kW

1φ200V

0.07kW

GHP

1-80 ×11

CK4

1φ200V

0.086kW

GHP

1

3φ200V

1.780kW

MAC

1

3φ200V

14.40kW

A6 ACR-1 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 1φ200V  3.40

GHP-2

GHP-1

MAC-1

MAC-2

ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ

ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ

ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ 屋外機

ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ 屋外機 3φ200V

 0.998

 1.78

14.40

 4.41

PF22 E25 G22

PF22 E25 G22

E31PF28 G28CE8sq-4C 

CE14sq-4C 

CE3.5sq-4C 

CE3.5sq-4C 

PF36 E39 G36

注記：屋外露出配管はG管（溶融亜鉛ﾒｯｷ）塗装 とする。

E

F

G

H

H

MAC

2

4.41kW

3φ200V

GHP

2-90

CK4

1φ200V

0.106kW

×4

GHP

2-112 ×2

CK4

1φ200V

0.162kW

GHP

2

560

0.998kW

3φ200V

注記： 図中のシンボルで　　　と　　　は防火区画処理を示す。

防火区画・防火上主要な間仕切壁の貫通処理は下記による。

イ　貫通部及び両側 1m 以上は不燃材料とすること。

　　電線管と防火区画とのすきまも不燃材料で埋めること。

ロ　国土交通大臣認定の防火区画貫通処理にて施工すること。

　　　　　　

名 称 備 考

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ 接地3P20A　引掛

3φ200V 直結

3φ200V 手元開閉器

記 号

M

S

3P20AE(引掛)

再利用ｴｱｺﾝ（撤去図参照）

再取付（ﾌﾞﾛｯｸ・直置架台は新設）

E

F
G

CE5.5sq-4C G28E31PF28

既設

既設

既設

3P15AE

3P20AE

接地3P15A

接地3P20A

CE 3.5 - 3C (ｺﾛｶﾞｼ) 

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原

厚生棟 体育館

室外機

ホール

コーナー)

トイレ

厨芥室

談話室
生協売店

荷受室

ロッカー室

駐車場

ライトコート

部室

部室

部室

外部通路

女子便所

男子便所

EV機械室

EV

倉庫

トイレ

食堂

ドライエリア

ラウンジ

ピロティ

厨房

盛付室

WC

前室食品庫

検収

ボイラー室

倉庫

ライトコート

(125)

(124)

(123)

(122)

トレーニングルーム上部

通路

購入エリア

返却口

廊下

部室

部室

部室

部室

(教務学生係)

(教務学生係)

(教務学生係)

(教務学生係)

(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部)

(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部)

(ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部)

(ｽｷｰ部)

(ひまわりｻｰｸﾙ)

(ｱｲｽﾎｯｹｰ部)

(ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｻｰｸﾙ)

吹抜

基礎

3620 3620 3820 3820 3820 3820 3720 2500 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

36380 53480

89860

3
6
2
0

3
6
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

2
5
0
0

1
1
2
0

4
1
6
2
0

3
6
2
0

3820 3820 3820 3820

15280

2
7
0
0

7
2
0

1
8
0

2700 180700

S

S

S

S

S

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y1'

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X21X20X19 X23X22X6' X21X20X19 X23X22

AY2

AY1

Y11

E

X

P

.

J

DP
DP

DP

E

X

P

.

J

E

X

P

.

J

E
X
P
.
J

E
X
P
.
J

Y13

ｺﾞﾐ

DP100

DP100

DP

DP

DP

PS

PS

EPS

EPS

DP

DS

DS

DS

PS EPS EPS

(書籍販売コーナー)

(自販機

多目的

DP50

DP75

1階平面図 中2階平面図

トレーニングルーム

DP

UP

DP

AX2AX1

X9

G-101倉庫

ホール

提
供

レ
ー

ン

更衣(女)

更衣(男)

事務室

冷蔵

冷凍
洗浄室

室外機

基礎

相談室

生協事務室

動力空調設備 1階平面図【改修後】 E-10

EM-CE3.5sq-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 

EM-CE3.5sq-3C(露出G28) 

EM-CE3.5sq-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 

EM-CE3.5sq-3C(露出G28) EM-CE14.0sq-3C(露出G36) 

EM-CE14.0sq-3C(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-CE8.0sq-3C(露出G28) 

EM-CE5.5sq-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 

EM-CE8.0sq-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 

EM-CE5.5sq-3C(G28) 

G-PL-1B

3.5
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業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1) -

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

(A3) -

A

※型名は参考とする。照 明 器 具 姿 図 (新 設 )

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-11照明器具姿図【改修後】

公共施設型番: LSS10-4-65

LEDｽｸｴｱﾍﾞｰｽﾗｲﾄ

□450、調光可能ﾀｲﾌﾟ（約10～100%）

E

電圧:100～242V

本体  :鋼板(白色粉体塗装)

枠：鋼板（高反射白色粉体塗装）

光源寿命:40,000時間 (光束維持率85％)

昼白色(4,000K)、Ra83

点灯ﾕﾆｯﾄ（ｶﾊﾞｰ）：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）

公共施設型番: LRS1-22

LED照明器具 ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄF

防湿型・防雨型

LED照明 直付型 LED照明 直付型

公共施設型番: LSS10MP/RP-4-64

LED照明 直付型 LED照明 直付型B C

公共施設型番: LSS10-4-48

D G

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ: XL374PEUJ LA9 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ: NNFS21812C

LED照明器具 壁取付

防雨型

単体配置

直線配置

四角配置

A1

A2

A4

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m

非常照明器具 非常照明器具 非常照明器具ｂａ ｃ

単体配置

直線配置

四角配置

A1

A2

A4

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m

単体配置

直線配置

四角配置

A1

A2

A4

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m

LED避難口誘導灯

公共施設型番: SH1-FBF20-BH

B級BH型防湿型・防雨型

電池内蔵型 電池内蔵型 電池内蔵型

B級BH型

電池内蔵型

LED通路誘導灯

公共施設型番: ST1-FBF22-BH公共施設型番: K1-LRS11-2 公共施設型番: K1-LSS14MP-2

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

4.2 4.5

8.2 8.7

11.9

m

m

m11.7

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

4.5 m

m

m

4.4

10.1

8.1

11.0

8.9

4.5

11.5

9.4

4.2

12.2

10.4

3.5

12.2

12.1

mm

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

4.2 4.5

8.2 8.7

11.9

m

m

m11.7

9.3

7.4

10.2

m4.7

10.8

4.9

9.6

3.3

12.9 9.4

7.5

10.3

4.6

10.9

4.7

9.7

3.7

12.8

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ: NNFB91205C

殺菌灯

GL照明 埋込型

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ:　NTN88003GL

殺菌線遮光方式

枠：鋼板（高反射白色粉体塗装）

本体  :亜鉛鋼板

ｶﾊﾞｰ：鋼板（ﾎﾜｲﾄつや消し仕上）

H

HACCP向けｸﾘｰﾝﾌｰｽﾞ

HACCP向けｸﾘｰﾝﾌｰｽﾞ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ: XLW461ZENZ LE9

防湿型

電圧:100～242V

枠：鋼板（高反射白色粉体塗装）

光源寿命:40,000時間 (光束維持率85％)

昼白色(5,000K)、Ra83

ｶﾊﾞｰ：ｱｸﾘﾙ（透明・帯電防止処理）

本体：亜鉛鋼板（高反射白色粉体塗装）

ﾗｲﾄﾊﾞｰ：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）

ひとｾﾝｻｰ付

EEｾﾝｻｰ付

電圧:100～242V

本体：ｽﾃﾝﾚｽ、ｶﾊﾞｰ：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）

光源寿命:40,000時間 (光束維持率85％)

昼白色(4,000K)、Ra83



更新

今回工事範囲

R

(A1)

(A3)

富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

理  事  長　　　 中　川　　潔

一級建築士事務所知事登録（１４）３２号

業務名

監修担当

管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号

縮尺

1/300

1/150

図面名

F41  ×  8

部室

Za31D×  4

b4d  ×  5

ﾗｲﾄｺｰﾄ・廊下

H22T ×  4

外部階段

非常照明

非常照明

誘 導 灯

誘 導 灯

EM-EEF1.6-3C

EM-IE1.6×3（E19）塗装

EM-EEF1.6-3C

VVF2.0-3C＋ AE1.2-4C

非常照.明設備

5

7

PF2.0-2C (E25)

指定なき配管・配線は下記の通ﾘとする。

凡 例

1.

注 2.

防火区画・防火上主要な間仕切壁の貫通処理は下記による。

イ　貫通部及び両側 1m 以上は不燃材料とすること。

　　電線管と防火区画とのすきまも不燃材料で埋めること。

壁内既設ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ、天井まで配管済み。

図中のシンボルで　　　と　　　は防火区画処理を示す。

ただし、ころがし配線で壁内引下げ、ｺﾝｸﾘｰﾄ内は適合する

電線管（PF管）で保護のこと。

また条線記号に添字のあるものはｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ・配管ｻｲｽﾞを

添字に読みかえること。

各盤間に誘導灯信号線AE1.2-4Cを配線のこと。

注1.

ロ　国土交通大臣認定の防火区画貫通処理にて施工すること。

備 考名 称記 号

凡 例

照明器具　露出型

照明器具　露出型

照明器具　露出型

天井付型白熱灯

天井付型白熱灯

水銀灯

FL110×2灯用 

FL40W×2灯用 

FL40W×1灯用 

電灯分電盤

動力・電灯分電盤

備 考名 称記 号

凡 例

R

照明器具　露出型

非常照明

避難口誘導灯

ｽｲｯﾁ+ﾒﾀﾙﾓｰﾙｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

ｽｲｯﾁ

ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ

FCL40W×1灯用 

FCL40W×1灯用 

A型1個用

LED照明器具

備 考名 称記 号

凡 例

MC

S

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ\

ﾒﾀﾙﾓｰﾙｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

換気扇

ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ

人感ｾﾝｻｰ

立上り、素通し、立下げ

FL110×2灯用 

SS150sq×100

A型

機械設備工事

親器

EM-EEF1.6-3C(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-EEF1.6-2C× 2(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-EEF1.6-3C× 2(ｺﾛｶﾞｼ)

電 灯

EM-EEF1.6-2C+3C(ｺﾛｶﾞｼ)

4

5

6

7

8

12

EM-AE1.2-2C(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-IE1.6× 3(E19)

EM-IE1.6× 4(E19)

2.0

R

4

EM-EEF2.0-3C(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-EEF1.6-2C× 4(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-EEF1.6-3C× 4(ｺﾛｶﾞｼ)

IV1.6×2 (E19)

IV2.0×2 (E19)

指定なき配管・配線は下記の通ﾘとする。

EM-EEF1.6-2C× 2+2C(ｺﾛｶﾞｼ)

凡 例

1.

3

4R

R

CPEV1.2-1P(E25)　ﾘﾓｺﾝ

 FP 2.0-3C(E25)
3

FP 2.0-3C
3

4

SS100°×100SUS

2.0

ﾄ
ﾄ ﾄ

ﾄ

ﾄ

ﾄ

ﾍ

ﾍ

ﾍ

ﾍﾛ

ﾛ

ﾆ

ﾆ

ﾆ

ﾆ

ﾆ

ﾆ

ﾆ

ﾊ

ﾛ

ﾊ

ﾊ

ﾊ

ﾛ

ﾛ

ｲ

ｲ

ｲ

ｲ

ｲ

ｲ

ｲ

ﾛ

ﾊ

ﾊ

2.0

2.0

2.0

2.0

5

5

2.0

ﾁ

ﾁ

ﾁ

ﾁ

ﾁ

ﾁ

4

6

6

665

4

3R

2R

2R

3RR

R

R

R

2R

R

7R

6R

R

6R

2R

R

7R

MC

SS100°×100SUS SS100°×100SUSSS100°×100SUS

SS100°×100SUS

SS100°×100SUS

SS100°×100SUS

SS100°×100SUS

CPEV 1.2-3P
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 FP 2.0-3C～3　　　(E31)
3 4
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4

5

1

SS100°×100SUS

SS100°×100SUS

誘

G-L-1DG-PL-1FG-PL-1DG-L-1CG-PL-1AG-PL-1E
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MMA
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3

4

2

IV2.0×2

IV1.6×1

(E25)

H-L-1A

G-PL-1B

4

以降、既存高天井部分へ

注3.

IV1.6×2 (E19)

IV1.6×5 (E25)

IV1.6×4 (E25)

IV1.6×3 (E19)

IV2.0×2 (E19)

CPEV1.2-3P
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Y13
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DP100

DP100
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PS

PS

EPS

EPS

DS

DS

DS

PS EPS EPS

(書籍販売コーナー)

DP50

DP75

1階平面図 中2階平面図

トレーニングルーム

DP

UP

DP

食堂

多目的

トイレ

EV機械室

(自販機

コーナー)

男子便所

女子便所

ロッカー室

荷受室

相談室

厨芥室

倉庫

更衣(女)

更衣(男)

食品庫

前室

廊下

洗浄室

返却口

通路

(ひまわりｻｰｸﾙ)

部室

(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部)

(教務学生係)

部室

(123)

(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部)

(教務学生係)

部室

(122)

(教務学生係)

部室

(ｽｷｰ部)

(125)

(124)

部室

(教務学生係)

(ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部)

DP

電灯設備 1階平面図【改修後】 E-12

▲×2

▲×2

▲×3

▲×1

洗浄室

8

▲×1

通 路 購入エリア

▲×2

▲×1

▲×1

▲×1

▲×1

▲×1

食堂 ﾎﾞｲﾗｰ室

C ×  1E × 46

E × 22E ×  1 D ×　 4
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15
1.6

▲×2

R

R

24R

2R

3

13

24R

1.6

3R

2R

2R

R

2R

▲×6

8

▲×9

9R

▲×4

6

▲×3

▲×1

L-1

厨房

盛付室

検収

A ×　 1

食品庫

B ×　 1

男女更衣室

ｺﾞﾐ

D ×　 3

全室

A ×　 1

廊下

便所

F ×　 1

操作ﾕﾆｯﾄ

人感ｾﾝｻｰ

事務室

A ×　 1

8

▲×6

2R

2R

4R

4R

2R

検収

11

H ×　 4

H ×　 1

H ×　 1

B ×　 2

G ×　 1

B ×　 1C ×　12

C ×　 4

注記1：図示なきとも防火区画貫通処置E31を10ヶ所計上すること

　　 　ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ中型四角浅型　10個、ｹｰﾌﾞﾙEM-EEF1.6-3C　200m

注記2：図示なきとも既設配線との接続用に下記を計上のこと
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管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

理  事  長　　　 中　川　　潔
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(自販機

多目的
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トレーニングルーム

DP

UP

DP

G-101倉庫

トイレ

荷受室

相談室

生協事務室

非常照明・誘導灯設備

　　　　　　　　1階平面図【改修後】

E-13

B級BH型

避難口誘導灯

B級BH型

避難口誘導灯

B級BH型

通路誘導灯

避難口誘導灯

B級BH型

非常照明器具

露出防滴型

誘

非

ａ

ｃ

ｃ

ｃｃ

ｂ

ｂｂ

ｂ

ｂ

ｃ

ｃ

指定なき配管・配線は下記の通ﾘとする。

凡 例

1.

非常照明

誘導灯

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-3C

注 2.

防火区画・防火上主要な間仕切壁の貫通処理は下記による。

イ　貫通部及び両側 1m 以上は不燃材料とすること。

　　電線管と防火区画とのすきまも不燃材料で埋めること。

図中のシンボルで　　　と　　　は防火区画処理を示す。

ただし、ころがし配線で壁内引下げ、ｺﾝｸﾘｰﾄ内は適合する

電線管（PF管）で保護のこと。

また条線記号に添字のあるものはｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ・配管ｻｲｽﾞを

添字に読みかえること。

各盤間に誘導灯信号線AE1.2-4Cを配線のこと。

注1.

ロ　国土交通大臣認定の防火区画貫通処理にて施工すること。

今回工事範囲
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ET
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2ET

注3

注3

MC

配線ﾀﾞｸﾄ（指定色）

300×100×4000

ﾚｼﾞ×3台

1φ100V0.4kW

ﾁｯﾌﾟｱｲｽﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ

1φ100V1.0kW
E

E

E E

E

P.T

E

2

VVF2.0-2C

露出2口ｺﾝｾﾝﾄ×2個

端子盤内

2

複合機用1φ100V1.5kW

2ET

2ET
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Y

2ET
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1.5kWｱｲｽ用冷凍ｹｰｽ
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凡 例

注1.指定なき配管・配線は下記の通りとする。

導入線　(PF16)

EEF2.0-3C

IE2.0×2 (PF16)

IE2.0×3　(PF16)

IE2.0×2 (PF16)

IE2.0×3　(PF16)

CE5.5°-3C

EEF2.0-3C×2

EEF2.0-3C×3

EEF2.0-3C×4

5.5

2

3

4

C

EM-EEF2.0-3C(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-EEF2.0-3C(PF22)

凡 例

備 考名 称記 号

凡 例

電灯分電盤

動力・電灯分電盤

2

E

E.WP

2E.WP

ET

2ET

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

2P15A×2

2P15A×1 E付

2P15A×1 E付　防雨形

2P15A×2 E付　防雨形

2P15A×1 ET付

2P15A×2 ET付

ｺﾝｾﾝﾄ

備 考名 称記 号

S
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SH

YU

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

2P15A×1 ET付 自動水栓用

接地2P30A×1 複合機用1φ100V2.5kW

2P15A×1 ET付 冷ｼｮｰｹｰｽ用1φ200V1.2kW

2P15A×2 ET付 給湯器用1φ200V1.5kW

LK
抜止めｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ+ﾒﾀﾙﾓｰﾙｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ A型1個用

A型

A
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ﾒﾀﾙﾓｰﾙｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ
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ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS150sq×100
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EM-EEF2.0-3C(土間隠ぺい)

B

B

B

B

B

B
既設ｹｰﾌﾞﾙと接続用ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ中型四角浅型

E

13
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(書籍販売コーナー)

(自販機

多目的

DP50

DP75

1階平面図 中2階平面図

トレーニングルーム

DP

UP

DP

G-101倉庫

トイレ

荷受室

相談室

生協事務室

ｺﾝｾﾝﾄ設備 1階平面図【改修後】

今回工事範囲

注記2：図示なきとも既設配線との接続用に下記を計上のこと

　　 　ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ中型四角浅型　10個、ｹｰﾌﾞﾙEM-EEF2.0-3C　200m

注記1：図示なきとも防火区画貫通処置E31を20ヶ所計上すること



3

38

16

73

63

手元開閉器3P50A

容量(kw) Tr 開閉器(A)配線番号 負 荷 名 称

記号

厨房器具

C2250 1P20AE0.85

C27

,

30 30 1P20AE

C2354 6055

, ,

1P20AE

C24

, ,

45 46 47 1P20AE

,

61 63
1P20AE

C25

C26

,

32 33 1P20AE

C28

, ,

66 66 68 1P20AE

C30

C31

,

72 72

19

1P20AE

1P20AE

C29

, ,

30 30 29 1P20AE

C32 1P20AE

,

1 2

C33

, ,

9 10 11 1P20AE

C34

,

24 25 1P20AE

C35

, ,

15 15 16 1P20AE

0.328

0.9

0.075

0.37

0.34

0.066

0.328

0.074

0.344

0.769

0.12×2

0.075×2

0.24

0.12×2

0.344

0.24×2

0.328

0.3

0.5

0.168

0.62

0.168

0.328

0.344

0.76×2

0.38

厨房器具電源容量リスト（１φ）

自動水切り機

冷凍庫

電子ジャー

ｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝｵｰﾌﾞﾝ

ｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝｵｰﾌﾞﾝ／ｺﾝﾋﾞ･ﾃﾞｭｵ

ﾃｰﾌﾞﾙ形冷蔵庫

電気卓ｳｴウォｰﾏｰ

冷蔵ｼｮｰｹｰｽ

ｷｭｰﾌﾞｱｲｽﾒｰｶｰ

小型冷凍ｽﾄｯｶｰ

ﾃｰﾌﾞﾙ形冷蔵庫

ﾃｰﾌﾞﾙ形冷凍庫

ﾊﾟｽｽﾙｰ冷蔵庫

ｶﾞｽﾌﾗｲﾔｰ

ﾃｰﾌﾞﾙ形冷凍庫

ﾃｰﾌﾞﾙ形冷蔵庫

ｼｽﾃﾑ炊飯機

ｼｽﾃﾑ炊飯機

白米ｴｱｰ搬送装置

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ冷凍庫

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ冷蔵庫

ﾃｰﾌﾞﾙ形冷蔵庫

ｶﾞｽﾌﾗｲﾔｰ

ﾏｲｺﾝｽｰﾌﾟｼﾞｬｰ

ﾃｰﾌﾞﾙ形冷凍庫

冷蔵ｼｮｰｹｰｽ

温蔵ｼｮｰｹｰｽ

業務名富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

担当 監修

図面番号

縮尺図面名

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

・ 

・ 

・ 

・ 

管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇

理  事  長　　　 中　川　　潔

一級建築士事務所知事登録（１４）３２号

(A1)

(A3)

1/50

1/100

容量(kw) Tr 開閉器(A)配線番号 負 荷 名 称

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

電気ｳｫｰﾏｰﾃｰﾌﾞﾙ

電気ｳｫｰﾏｰﾃｰﾌﾞﾙ

電気ｳｫｰﾏｰﾃｰﾌﾞﾙ

電気ｳｫｰﾏｰﾃｰﾌﾞﾙ

電気ｳｫｰﾏｰﾃｰﾌﾞﾙ

自動食器洗浄機

消毒保管機

電気湿温蔵庫

冷凍庫

包丁まな板消毒保管機

3P100A

IH調理器

無沸騰噴流ゆで麺機

3P20A

3P50A

3P15A

3P30A

3P30A

3P20AE

3P20AE(引掛)

3P20AE(引掛)

3P20AE(引掛)

3P30A

3P20AE(引掛)

3P20AE(引掛)

3P40A

3P20AE(引掛)

返却ｺﾝﾍﾞｱ

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ冷凍庫

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ冷凍庫

温蔵ｼｮｰｹｰｽ

冷蔵ｼｮｰｹｰｽ

冷蔵ｼｮｰｹｰｽ

冷蔵ｼｮｰｹｰｽ

電気ｳｫｰﾏｰﾃｰﾌﾞﾙ

記号

厨房器具

3P20AE(引掛)

3P20AE(引掛)

3P20AE(引掛)

3P20AE(引掛)

3P20AE(引掛)

69

69

69

69

69

80

76

88

34

1

2

7

68

66

66

60

35

52

49

64

2.3

2.3

2.3

2.3

2.3

19.65

0.8

12.8

3.03

0.86

2.47

0.69

2.0

0.75

0.75

0.75

5.0

9.1

3.0

3.1

厨房器具電源容量リスト（３φ）

凡 例

備 考名 称記 号

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

EET

2EET

EET(WP)

2P20AE

接地2P15A×1 ET付

接地2P15A×1 ET付W

接地2P15A×1 ET付防水

15A・20A兼用 ET付ｺﾝｾﾝﾄ（Lﾊﾞｰ）

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ 接地3P20A　引掛

3φ200V 直結

3φ200V 手元開閉器

接地3P15A

接地3P20A

M

S

3P15AE

3P20AE

3P20AE(引掛)

EEF2.0 - 3C (ｺﾛｶﾞｼ) 

1、特記なき配管、配線は下記の通りとする。

CE 3.5 - 3C (ｺﾛｶﾞｼ) 
3.5

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ 中形四角深型

手元開閉器3P20A

冷凍 冷蔵

提
供

レ
ー

ン

EM-CE22sq-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 

3P20AE(引掛)×5

3P20AE(引掛)

3P20AE(引掛)×2

3P20AE(引掛)

EM-CE5.5sq-3C

EM-CE14sq-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 

EET

EET

洗浄室

屋外消火栓（既設）

検収

食品庫

更衣(男)

更衣(女)

倉庫

盛付室

WC

EET

S

M

M M M M

EET

EET(WP)

C34

EET(WP)

EET×2

C36

C22

C27

EET(WP)×2

C32

2P20AE

3P15AE

C30

EET×2

EET(WP)×2

C29

EET(WP)×2

C26

C28

EET

EET

EET

C25

EET

EET

3P20AE(引掛)

EET

EET(WP)×2

C23

3P20AE(引掛) EET(WP)

EET(WP)×2

EET

C24

EET

C33

EET×2

C35

M S

SM

M

3.5

8

EM-CE14sq-3C(ｺﾛｶﾞｼ) 

3P30A

10
3.5

3P30A

11

3.5

S M

手元開閉器 3P30A

3.5

7

16

6

3P100A

2P15A 2P15A

9

54321

13

14

15

3.5

20

17

18
19

手元開閉器 3P40A

12

3P20AE

X6

X7

X8

X9

X10

X11

3
,
8
2
0

3
,
8
2
0

3
,
8
2
0

3
,
8
2
0

3
,
8
2
0

X11 X12 X13 X14 X15

3,820 3,820 3,820 3,820

EET(WP)

C31

ｽｰﾌﾟ

丼 

返却

ﾗｲｽ

ｱﾗｶﾙﾄ

温菜

小鉢

ﾗｰﾒﾝ

4

7

15

17

18

19

50

61

66

71

3

3

3

3

4

4

4

4

6

30

66

70

ゴミ

81

82

83 84 85

72

72

75

63

63

74

68

65

43

43

67

31

30

32

27

33

42
64

35

62

60

59

42

43

43

58

53

57

54

55

56

52 51 49 48 47 46 45

41 40 41

39

37

37

37

17

3636

28

26

25

26

24

13

14

12

11

10

21

20

9

5

8

5

6

2

4

3

88

81

87

87

86

79

77

34

42

29

69

36 36

23

76

78

79 80

22

44

1

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原 E-15厨房詳細図（幹線、ｺﾝｾﾝﾄ）【改修後】



2.000

11.500

19.650

1,200

業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1) -

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

(A3) -

注）設備容量の数値は各1台当たりを示す。　注）付属品として記載のない備品類・収納物は含まない。

注）品番　は移設品を示す。

プ レ ハ ブ 冷 蔵 庫

プ レ ハ ブ 冷 凍 庫

移 動 シ ェ ル フ

移 動 シ ェ ル フ

ソ リ ッ ド シ ェ ル フ

ソ リ ッ ド シ ェ ル フ

冷 凍 庫

ソ リ ッ ド シ ェ ル フ

白 米 エ ア ー 搬 送 装 置

シ ス テ ム 炊 飯 機

シ ス テ ム 炊 飯 機

作 業 台

一 槽 シ ン ク

上 棚

スチームコンベクションオーブン／コンビ・デュオ

スチームコンベクションオーブン

ホ テ ル パ ン カ ー ト

二 槽 シ ン ク

テ ー ブ ル 形 冷 蔵 庫

上 棚

ガ ス テ ー ブ ル

台 下 戸 棚

二 槽 シ ン ク

テ ー ブ ル 形 冷 蔵 庫

テ ー ブ ル 形 冷 凍 庫

上 棚

台 下 戸 棚

シ ェ ル フ

テ ー ブ ル 形 冷 凍 庫

ガ ス フ ラ イ ヤ ー

作 業 台

テ ー ブ ル 形 冷 凍 庫

パ ス ス ル ー 冷 蔵 庫

電 気 湿 温 蔵 庫

包 丁 ま な 板 消 毒 保 管 機

ワ ー キ ン グ カ ー ト

シ ェ ル フ

シ ェ ル フ

二 槽 シ ン ク

台 下 戸 棚

上 棚

デ ィッシ ュデ ィス ペ ン サ ー

ワ ー キ ン グ カ ー ト

水 切 付 二 槽 シ ン ク

冷 凍 庫

キ ュ ー ブ ア イ ス メ ー カ ー

小 型 冷 凍 ス ト ッ カ ー

一 槽 シ ン ク

無 沸 騰 噴 流 ゆ で 麺 機

自 動 水 切 り 機

異 形 台

I H 調 理 器

作 業 台

テ ー ブ ル 形 冷 蔵 庫

電 気 卓 上 ウ ォ ー マ ー

ウ ォ ー マ ー 置 台

ス ニ ー ズ ガ ー ド

ス ニ ー ズ ガ ー ド

欠 番

冷 蔵 シ ョ ー ケ ー ス

テ ー ブ ル 形 冷 蔵 庫

ジ ャ ー テ ー ブ ル

電 子 ジ ャ ー

電 気 ウ ォ ー マ ー テ ー ブ ル

冷 蔵 シ ョ ー ケ ー ス

欠 番

温 蔵 シ ョ ー ケ ー ス

電 気 ウ ォ ー マ ー テ ー ブ ル

ジ ャ ー テ ー ブ ル

ジ ャ ー テ ー ブ ル

マ イ コ ン ス ー プ ジ ャ ー

ス ニ ー ズ ガ ー ド

ス ニ ー ズ ガ ー ド

ス ニ ー ズ ガ ー ド

返 却 コ ン ベ ア

モ ー ビ ル シ ン ク

移 動 水 切 台

ト レ イ デ ィ ス ペ ン サ ー

自 動 食 器 洗 浄 機

移 動 シ ェ ル フ

ガ ス ブ ー ス タ ー

二 槽 シ ン ク

上 棚

水 切 台

上 棚

移 動 ス ラ ン テ ッド シ ェル フ

消 毒 保 管 機

ト レ イ デ ィ ス ペ ン サ ー

サ ー ビ ス テ ー ブ ル

冷 水 機

自 動 給 茶 機

デ ィッシ ュデ ィス ペ ン サ ー

サ ー ビ ス テ ー ブ ル

注）設備容量の数値は各1台当たりを示す。　注）付属品として記載のない備品類・収納物は含まない。

欠 番

移 動 シ ェ ル フ

設 備 容 量 合 計

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

P1590-4/MS1070-4

P1590-4/MS1220-4

P1900-4/MSS1220-4

P1900-4/MSS1070-4

HF-180A3（移設品）

P1900-4/LSS1070-4

AC0600-S

AR555-AB25

AR455-AB15

iCP6-11G+iCP6-11G+UG1

iCP6-11G

N-15

RT-120SDG-1-RML

XY-12755T

RT-120SDG-1-RML

FT-120SDG-1-ML

P1900-4/MS1520-4

FT-120SDG-1-RML

CF3-GD23L-R

FT-120SDG-1-ML

HR-120CA-ML-4G4G

IHS-1275BGE

KCSK-5-e

NWT2M-S

P1900-4/MS1220-4

P1900-4/BS1220-4

MEX-1020

NWT2M-S

HF-63A-1（L）

IM-65TM-2（特）

SCR-SV66MS

UM721E

DM16

MIR-5LB-N

RT-120SDG-1-RML（特）

TEW-E

RT-120SDG-1-RML

JHE-A720

EWT-1200BSP

名 称

給    排    水   

ピ

ト

ッ

（Kg/H）

備       考規  格   仕 様

高 さ間 口 奥 行

口 径

ガス（都市ガス）

単相100V単相200V 三相200V

蒸      気   

番

品

電   気  （kW）

名 称

給    排    水   

（Kg/H）

備       考規  格   仕 様

高 さ間 口 奥 行

口 径

ガス（都市ガス）

単相100V単相200V 三相200V 消費量

蒸      気   

番

品

電   気  （kW）

86

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

87

88

89

90

91

92

93

94

95

1,995

2,145

1,062

1,212

1,213

1,063

1,800

1,063

300

1,100

540

1,200

750

1,950

860

850

395

1,500

1,200

1,200

1,200

1,500

1,200

1,200

1,200

1,200

1,518

1,200

550

600

1,200

1,200

1,200

550

606

1,212

1,212

1,200

1,200

1,200

665

606

1,390

625

800

776

450

504

200

500

450

750

1,200

350

1,030

1,550

1,030

1,050

1,200

1,200

385

1,200

4,170

800

750

750

418

750

300

300

750

550

750

750

750

750

460

652

750

493

750

800

750

461

410

400

600

600

536

460

461

550

750

850

750

750

600

750

460

750

500

750

750

750

750

750

500

750

750

555

842

979

400

750

750

640

640

640

614

800

461

461

460

460

4,170

***

***

1,725

1,761

1,892

1,892

1,910

1,892

920

1,590

1,590

600

800

1段

1,938

1,453

1,650

800

800

2段

800

800

800

800

800

2段

800

1,892

800

800

800

800

1,910

800

307

600

800

1700

1R

1R

540

260

800

800

450

800

800

950

800

790

800

1,910

800

815

850

2段

800

800

1,892

1,892

815

1,900

1,800

12

1

1

4

6

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

2

2

1

1

4

1

1

1

1

1

4

3

1

1

4

2

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

15

15

15

20×2

20

15×2

15×2

15

15×2

15×2

15

15

15

15

15

要

要

（耐熱100℃）

（耐熱100℃）

15×2

15×2

15×2

15×2

15

15

15

（耐熱80℃）

40

40

40

50×3

50×2

40

15×2

15

20×2

20

20

15

40×2

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

22.80

11.40

27.40

13.70

66.30

11.00

0.300

0.500

0.620

0.168

0.168

0.760

0.380

0.328

0.328

0.344

0.344

0.120

0.344

0.769

0.370

0.340

0.066

0.850

0.328

0.900

0.075

0.328

0.074

0.860

2.470

0.690

3.030

3.100

4段

4段

定格内容積1620L

4段

5升×2

5升

生協仕様

生協仕様

生協仕様

生協仕様

定格内容積321L

生協仕様

生協仕様

生協仕様

定格内容積321L

定格内容積321L

生協仕様

生協仕様

4段

定格内容積321L

油量20L ろ過槽あり

生協仕様

定格内容積321L

定格内容積1126L

軟水器付 アジャスト脚変更

収容数 まな板10枚 包丁16本

4段

4段

生協仕様

生協仕様

生協仕様

生協仕様

定格内容積493L

貯氷量 約30kg 天板D=750

有効内容積97L

生協仕様

現寸合せ 生協仕様

生協仕様

天板HP仕様 定格内容積321L

現寸合せ 生協仕様 H=540/800

生協仕様

生協仕様

定格内容積321L

現寸合せ 生協仕様 H=600/800

保温容量7.2L

HP縦置仕様

都市ガス13A

ホテルパン1/1 6段×2 1/2 12段×2 架台付

都市ガス13A ホテルパン1/1 6段 架台付

FL-250にプレハブパネル組立後、コンクリート

埋戻し床仕上げ（建築工事）室外機設置場所別途要

FL-250にプレハブパネル組立後、コンクリート

埋戻し床仕上げ（建築工事）室外機設置場所別途要

生協仕様 H=600/800

保温容量12.0L

生協仕様

生協仕様

生協仕様

生協仕様

生協仕様

生協仕様

生協仕様

現寸合せ 生協仕様

現寸合せ 生協仕様

電気式 両面

生協仕様

屋内設置型

生協仕様

生協仕様 H=600/800

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

4

2

1

1

2

1

1

1

1

1

2

1

6

2

2

4

6

2

2

15

15×2

15

15

15

20

20×3

15×2

50×2 （耐熱80℃）

（耐熱80℃）

40

40×5

50×4

40×2

40

40

40

60

20 61.60

0.075

0.240

0.240

0.750

0.800

12.800

0.050

0.345

1.015

TDWF-38L

P1590-4/LS1520-4

TB-56R

STP1390-4/ST910-2

MCW-40-e

MEX-1814-C

SWR-250-P1

HTC-630M1D-O（既存品）

MEX-1020

P1590-4/MS910-4

EWT-2000BSP

JHI-N120

MEX-1814-CN

910

1,200

665

450

703

2,100

440

1,750

910

1,360

1,360

1,500

1,500

885

1,518

3,800

900

600

440

3,000

2,500

2,000

2,400

426

1,250

1,250

2,000

1,200

1,200

1,725460

900

410

500

850

850

880

504

850

885

1,900

531

900

695

950

460

400

750

400

750 800

1段

800

1段

1,520

740665

1,761

1,400

800600

930

613

800

885

800

1R

1R

1R

355

600

600

800

1,700

1,700800

800

750

750

750

368

300

300

300

5,200

695

600

15×5

247.20 14.932 0.050 76.250 0.0

HP縦置仕様　単独制御仕様（2.3kW×5）

G

G

G

G

G

40×2

40×2

40×2

40×2 40×2

40×2

ﾛｰﾚﾝｼﾞ

ﾄﾞｰﾘｰ付 4段

ﾄﾞｰﾘｰ付 4段

ﾄﾞｰﾘｰ付 4段

ﾄﾞｰﾘｰ付 4段

外装ｽﾃﾝﾚｽ仕様

ﾄﾞｰﾘｰ付　2段

ピ

ッ

－

ド

フ

量

数

量

数

－

ド

フ

消 費 量

(kW)

消 費 量

(kW)

排 気給 気排 水給 湯給 水排 水給 湯給 水 給 気 排 気 消費量

外 形 寸 法（m／m)外 形 寸 法（m／m)

9.100

5.000

0.750

3.000

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-16厨房器具リスト（参考）



天井吊り ﾎﾞﾙﾄL=1,200

(A1)

(A3)

富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

理  事  長　　　 中　川　　潔

一級建築士事務所知事登録（１４）３２号

業務名

監修担当

管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号

縮尺図面名

1/150

1/300

(E31)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ立上げ 2,000

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ垂直ﾍﾞﾝﾄ

G-T-1B

G-T-1E

PT

G-T-1FG-T-1A

(E31)

天井吊り ﾎﾞﾙﾄL=1,200

天井吊り金具 含む

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM-400

(E31)

R

EM-S-5C-FB

EM-S-5C-FB

ﾀｲﾑﾚｺｰﾀﾞｰ

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ4P×5(PF22)

複合機

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ4P×4(PF22)

EM-BTIEE0.4-2P×4(PF22)

(E31)

EM-BTIEE0.4-2P×3(PF22)

EM-BTIEE0.4-2P×4(PF22)

電話　EM-CCP-P0.5-10P（ﾗｯｸ）

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ4P(PF22)

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ4P×5(PF22)

T

T

T

T

T

情報　光ｹｰﾌﾞﾙ2C×3（ﾗｯｸ）

情報　ｲｰｻｰﾈｯﾄ同軸ｹｰﾌﾞﾙ（ﾗｯｸ）

EM-S-5C-FB

系統図 参照

系統図 参照

系統図 参照

R

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ4P(PF22)

EM-ICT0.4-2P(PF22)

情報　ｲｰｻｰﾈｯﾄ同軸ｹｰﾌﾞﾙ（ﾗｯｸ）

情報　光ｹｰﾌﾞﾙ2C×1    （ﾗｯｸ）

電話　EM-CCP-P0.5-10P （ﾗｯｸ）

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ4P(PF22)

EM-ICT0.4-2P(PF22)

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ4P(PF22)

EM-ICT0.4-2P(PF22)

EM-S-5C-FB (ｺﾛｶﾞｼ)

弱電機器ﾘｽﾄ

記号 名称 仕様

電話ｺﾝｾﾝﾄ

電話ｺﾝｾﾝﾄ

電話機

情報ｺﾝｾﾝﾄ

情報ｺﾝｾﾝﾄ

R

ﾃﾚﾋﾞ直列ﾕﾆｯﾄ

ﾃﾚﾋﾞ直列ﾕﾆｯﾄ

壁付　ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ6極4芯付ﾌﾟﾚｰﾄ

床埋込　ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ6極4芯付

壁付　ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ8極8芯付ﾌﾟﾚｰﾄ

床埋込　ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ8極8芯付ﾌﾟﾚｰﾄ

中間　CS-7F-7W

端末　CS-7F-RW

G-T-1B

？？？

PT

系統図 参照

H-T-1B

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-17

厚生棟 体育館

室外機

室外機

ホール

コーナー)

トイレ

厨芥室

相談室

生協売店

荷受室

駐車場

ライトコート

部室

部室

部室

外部通路

女子便所

男子便所

EV機械室

EV
G-101倉庫

倉庫

トイレ

食堂

ドライエリア

ピロティ

厨房

盛付室

洗浄室

WC

前室食品庫

検収

冷凍 冷蔵

提
供

レ
ー

ン

更衣(女)

更衣(男)

事務室

ボイラー室

倉庫

ライトコート

(125)

(124)

(123)

(122)

トレーニングルーム上部

通路

廊下

部室

部室

部室

部室

(教務学生係)

(教務学生係)

(教務学生係)

(教務学生係)

(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部)

(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部)

(ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部)

(ｽｷｰ部)

(ひまわりｻｰｸﾙ)

(ｱｲｽﾎｯｹｰ部)

(ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｻｰｸﾙ)

吹抜

基礎

基礎

3620 3620 3820 3820 3820 3820 3720 2500 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

36380 53480

89860

3
6
2
0

3
6
2
0

3
8
2
0

3
8
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0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

2
5
0
0

1
1
2
0

4
1
6
2
0

3
6
2
0

3820 3820 3820 3820

15280

2
7
0
0

7
2
0

1
8
0

2700 180700

S

S

S

S

S

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y1'

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X21X20X19 X23X22X6' X21X20X19 X23X22

AY2

AY1

Y11

E

X

P

.

J

DP
DP

DP

E

X

P

.

J

E

X

P

.

J

E
X
P
.
J

E
X
P
.
J

Y13

ｺﾞﾐ

DP100

DP100

DP

DP

DP

PS

PS

EPS

EPS

DP

DS

DS

DS

PS EPS EPS

(自販機

多目的

DP50

DP75

1階平面図 中2階平面図

トレーニングルーム

DP

UP

DP

AX2AX1

X9

ラウンジ

ホール

談話室

(書籍販売コーナー)

購入エリア

返却口

ロッカー室

生協事務室

電話・情報・ﾃﾚﾋﾞ 1階平面図【改修後】

今回工事範囲

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM-400

天井吊り ﾎﾞﾙﾄL=1,200

天井吊り金具 含む

新設 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM-400

天井吊り金具 含む

新設 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM-400

天井吊り ﾎﾞﾙﾄL=1,200

天井吊り金具 含む

新設 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM-400

既設 防火区画貫通処理

防火区画貫通処理

注記1：図示なきとも防火区画貫通処置ﾗｯｸW=400を2ヶ所計上すること

　

端 子 盤 名

壁埋込型

端子盤 ﾘｽﾄ

電 話 情 報 テ レ ビ 放 送 中 央 監 視 そ の 他

10P

光成端器 ｽﾍﾟｰｽ

HUBｽﾍﾟｰｽ

ﾌﾞｰｽﾀー

2分配器

2口 ｺﾝｾﾝﾄ

× 1

× 1 10P 10P 10P

× 2

Ｔ－１

10P10P10P

光成端器 ｽﾍﾟｰｽ

HUBｽﾍﾟｰｽ

10P

　

壁埋込型

Ｔ－２

2分配器

2口 ｺﾝｾﾝﾄ

× 1

× 2



4
S
6

C

SS200□×100

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM-400

天井吊り金具 含む

天井吊り ﾎﾞﾙﾄL=1,200

（
P
F
2
2
）

C

（PF22）

C

（
P
F
2
2
）

3

A

EM-HP1.2-3C（E19）塗装

B

B

B

B

B

A

G

G

G-T-1B

G-T-1A

HP1.2-3C(E19)

A

B B

B B

B

A

G-T-1F

HP1.2-3C(E19)

EM-HP1.2-3C（E19）塗装

業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1)

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

(A3)

1/150

1/300

SS150□×100WP.SUS

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM-400

EM-HP1.2-5P（既設ﾗｯｸ）

EM-HP1.2-5P（ﾗｯｸ）

弱電機器ﾘｽﾄ

記号

AMP 非常放送 ｱﾝﾌﾟ

　

名称 仕様

天井埋込型ｽﾋﾟｰｶｰ 

天井埋込型ｽﾋﾟｰｶｰ 

L級  

L級  

既設利用

ｱﾙﾐﾊﾟﾝﾁｨﾝｸﾞ　 SC5Hi-3V0M

ｱﾙﾐﾊﾟﾝﾁｨﾝｸﾞ　 ｱｯﾃﾈｰﾀｰ付　SC5Hi-3V3M

（E19）

（E19）

（
E
1
9
）

（
E
1
9
）

（E19）

将来用

ﾛｰｶﾙｱﾝﾌﾟ電源ｶｯﾄ用

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ中型四角浅型

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ含む

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-18

厚生棟 体育館

室外機

室外機

ホール

コーナー)

トイレ

厨芥室

荷受室

ロッカー室

駐車場

ライトコート

部室

部室

部室

外部通路

女子便所

男子便所

EV機械室

EV
G-101倉庫

倉庫

トイレ

食堂

ドライエリア

ラウンジ

ピロティ

厨房

盛付室

洗浄室

WC

前室

検収

冷凍 冷蔵

提
供

レ
ー

ン

更衣(男)

事務室

ボイラー室

倉庫

ライトコート

(125)

(124)

(123)

(122)

トレーニングルーム上部

通路

購入エリア

ホール

廊下

部室

部室

部室

部室

(教務学生係)

(教務学生係)

(教務学生係)

(教務学生係)

(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部)

(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部)

(ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部)

(ｽｷｰ部)

(ひまわりｻｰｸﾙ)

(ｱｲｽﾎｯｹｰ部)

(ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｻｰｸﾙ)
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　図中のシンボルで　　　と　　　は防火区画処理を示す。

防火区画・防火上主要な間仕切壁の貫通処理は下記による。

イ　貫通部及び両側  1m 以上は不燃材料とすること。

　　電線管と防火区画とのすきまも不燃材料で埋めること。

ロ　国土交通大臣認定の防火区画貫通処理にて施工すること。

（各設備共通）

注2.

注 1. 指定なき配管・配線は下記の通りとする。

放送 EM-HP1.2-3C

EM-HP1.2-3C (PF16)

ｱｯﾃﾈｰﾀｰ 1W　 V-3S

H-T-1B

L級  壁掛型ｽﾋﾟｰｶｰ ｱｯﾃﾈｰﾀｰ付　 SW1Hi-3V3

L級  壁掛型ｽﾋﾟｰｶｰ SW1Hi-3V0

T-1

SS150□×100 WP.SUS

既設

ﾎｰﾝ型ｽﾋﾟｰｶｰ

既設利用

SS150

□

×100
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 ▽1F

 ▽2F

 ▽RF

厚生棟 体育館

備 考名 称記 号

1、特記なき配管、配線は下記の通りとする。

凡 例

注 1.

注 2.

ロ　国土交通大臣認定の防火区画貫通処理にて施工すること。

　　電線管と防火区画とのすきまも不燃材料で埋めること。

イ　貫通部及び両側  1m 以上は不燃材料とすること。

防火区画・防火上主要な間仕切壁の貫通処理は下記による。

図中のシンボルで　　　と　　　は防火区画処理を示す。　

建築躯体を貫通の場合は適合する電線管で保護のこと。

ただし、ころがし配線で壁内引下げ、コンクリート内及び

また条線記号に添字のあるものはｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ・配管 ｻｲｽﾞを

添字に読みかえること。

42 3 1

EM-HP1.2-10P（ﾗｯｸ)

5

EM-HP1.2-10P（PF28) EM-HP1.2-10P（PF28)

6 10

EM-HP1.2-10P（PF28)

7 8

G-T-1A G-T-1F

OB OB

AE1.2-2C (E19) 

AE1.2-2C (ｺﾛｶﾞｼ) 

AE1.2-4C (ｺﾛｶﾞｼ) 

AE1.2-4C (E19) 

警戒区域境界線

警 戒　区 域 番 号 防火戸，防火ｼｬｯﾀ用

機 器 収 容 箱

表 示 灯

発 信 機

定温式ｽﾎﾟｯﾄ 型感知器

定温式ｽﾎﾟｯﾄ 型感知器

終端器

配管配線

配管配線

ｼﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ ﾎﾞ ｯ ｸ ｽ

ﾌﾟﾙ ﾎﾞ ｯ ｸ ｽ

ﾍﾞ ﾙ DC24V 10mAに交換

24V LED球に交換

P型1級

天井いんぺい

立上がり・素通し・引下げ

消火栓組込型 収容PB

NO

P

B

端子盤

2種 防水型

1種 防水型
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弱電と共用
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弱電と共用

防火区画貫通処理 EM-HP1.2-10P（PF28)

中継器GR型 火災監視用（自動試験機能付）

AE1.2-4C(E19)

AE1.2-4C(E19)

AE1.2-4C(E19)
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女子便所
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食品庫

廊下

事務室

ピロティ

洗浄室

荷受室

生協事務室

相談室

部室

(ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｻｰｸﾙ)

部室
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(ひまわりｻｰｸﾙ)
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(教務学生係)

部室
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(ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部)

(教務学生係)

部室
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部室

(教務学生係)

(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部)

(122)

部室

(教務学生係)

(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部)

トレーニングルーム上部

火災報知設備 1階平面図【改修後】
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購入ｴﾘｱ

11

増設

増設

12

購入ｴﾘｱ上部

旧ｱﾘｰﾅ

増設 増設

13 14

冷凍庫 冷蔵庫
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SS

増設

1

増設

1

増設

1

増設

2

今回工事範囲

SS 300□x300

既設ケーブル接続

購入エリア

感知器用中継器増設3台

防排煙用中継器増設2台

発信機用中継器増設1台

ベル用中継器増設1台

表示灯用中継器増設1台

注記2：図示なきとも既設配線との接続用に下記を計上のこと

注記1：図示なきとも防火区画貫通処置E25を10ヶ所計上すること

　　 　ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ中型四角浅型　10個、ｹｰﾌﾞﾙEM-AE1.2-4C　100m
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CV 14sq

CV 38sq

１００

１００

１００

CV 38sq

CV 38sq

CV 38sq

CV 38sq　７５

１００ CV 60sq

CV 22sq

Ｌ１０

Ｌ０１

Ｌ０２

Ｌ０３

Ｌ０４

Ｌ０５

Ｌ０６

Ｌ０７

Ｌ０８

Ｌ０９

１００ CV 38sq

１００ CV 38sq

CV 60sq

研究室 CVT100sq

２４.０ CVT60sq１２５

CVT200sq

CV 60sq

CV 38sq

G-PL-1E CV 60sq

CV 60sq１００

１００ CV 60sq

１００

CV 38sq

１００

１００

１００ CV 38sq

CV 14sq

CV 100sq

１００

１００

部室　１階体育館

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

故障

計測

状態

ＫＩＣ３８°

今回工事

増設

今回工事

新設受電盤

高圧機器撤去

扉銘板等撤去接続外し

積算電力計WHMは検定付、パルス発信器付となっている。

注記1.

注記2.

注記3.

3φ　EM-CET150sq E60sq

1φ　EM-CET100sq

G-RP-BA

中央監視リモート盤

既設

今回工事

 /D図中ｼﾝﾎﾞﾙ　　　　は信号変換器を示し、当該信号を中央監視装置に出力するものとなっている。

状態、故障およ計測は既設中央監視装置に接続されている。改修後現況復旧のこと。

計測　EM-CEES2°-10C

空調制御　EM-CEES2°-5C

計量　EM-CEES2°-5C

新設端子盤G-T-1Bより

新設分電盤G-PL-1Bより

既設分岐盤G-BR

今回工事を示す

受電盤内 機器撤去

VCB2次側で接続外し

ｹｰﾌﾞﾙ接続外し

ｹｰﾌﾞﾙ接続外し

原
E-21高圧単線結線図【改修前】



:

:

:

:

:

:

負荷区分は下記とする

遮断器の種別は下記とする

:

:

:

:

:

:

注記　２ 注記　３

１φ２Ｗ　２００Ｖ－ＡＣ

３φ３Ｗ　２００Ｖ－ＡＣ

１φ２Ｗ　１００Ｖ－ＡＣＧ

１φ２Ｗ　２００Ｖ－ＡＣＧ

３φ３Ｗ　２００Ｖ－ＡＣＧ

１φ２Ｗ　１００Ｖ－ＤＣ

Ｌ

Ｃ

Ｆ

Ｍ

Ｅ

ＭＣＢ

ＥＬＢ

注記　１

Ｐ

図中リモコン機器シンボル は、下記とする

: :

回路番号区分は下記とする

１φ２Ｗ　１００Ｖ－ＡＣ

フ ァ ン コ イ ル

電 灯

専　用　電　源

コ ン セ  ン  ト

リモコンリレー　

４回路の内　１回路とする

フル２線リモコンリレー　制御用　Ｔ／Ｕ:

（１００Ｖは片切り、２００Ｖは両切りとする）

回路

番号

電圧 負荷容量 負荷

区分 種類 極数

Ｒｙ

個数 制御機器 発停

リモコン機器 中央監視盤

（Ｖ） （ＶＡ）

回

路

構

成

主

回

路

制

御

回

路ＡＦ ＡＴ ＲＬ ＯＬ

備　　　考

盤　形　式

分 岐 遮 断 器

結　　線　　図

分　岐　回　路

盤　名　称

回路

番号

電圧 負荷容量 負荷

区分 種類 極数

Ｒｙ

個数 制御機器 発停

リモコン機器 中央監視盤

（Ｖ） （ＶＡ）

回

路

構

成

主

回

路

制

御

回

路ＡＦ ＡＴ ＲＬ ＯＬ

備　　　考

盤　形　式

分 岐 遮 断 器

結　　線　　図

分　岐　回　路

盤　名　称

電灯分電盤結線図

主回路単線結線図[電力]

１

Ｗｈ

は検定付、ﾊﾟﾙｽ発信機付とする。

Ｍ ５０ ２０１００ Ｌ １

ＰＬ

２

１ ７０９

９１９

１ ▲×７ 談話室,書籍販売ｺｰﾅｰ

ﾛｯｶｰ室,ﾋﾟﾛﾃｨ

予備

予備

予

予

C1

C2

C3

C4

１００ Ｍ ５０ ２０１ １Ｃ３００

２００

５００

３００

ﾛｯｶｰ室1

ﾛｯｶｰ室2

談話室,書籍販売ｺｰﾅｰ1

談話室,書籍販売ｺｰﾅｰ2

１φ２Ｗ２００/１００Ｖ

ＭＣＢ３Ｐ

Ａ

Ｇ－ＰＬ－１Ｂ

（壁掛型）

動力盤と一体型

１００／１００ＡＴ

ＥＭ－ＣＥＴ６０

□

C7

C8

２０Ｃ２００

１００

書籍販売ｺｰﾅｰ

端子盤内

予 予備

５０

予 予備

Ｍ ５０ ２０１ １ＣF1 ８００２００

Ｗｈ

談話室 室内機

C5

C6

２５００

２５００

Ｐ ４０ 書籍販売ｺｰﾅｰ 複合機用1

書籍販売ｺｰﾅｰ 複合機用2

５０

１６００C1

C2

C3

C4

C5

１６００

１６００

１５００

１５００

２００ Ｍ ５０ ２０１ １Ｃ 談話室 電子ﾚﾝｼﾞ用1

談話室 電子ﾚﾝｼﾞ用2

談話室 電子ﾚﾝｼﾞ用3

談話室 給湯器用1

談話室 給湯器用2

　・ﾄﾗﾝｽ組込

　・伝送ﾕﾆｯﾄ組込

１６，８２８ＶＡ

Ｍ １ １１００

▲×16 ■×６

線 台数 極

主回路

制御

操作

方式

操作制御スイッチ 連　動・インターロック

中央監視盤 又は

遠方表示盤

盤 名 称

盤 形 式

結 線 図

負 荷 表

番 号 記  号 名 称

電 気 特 性 分 岐 遮 断 器

相

（Ｖ） （ＫＷ） （ＫＷ）

ＡＦ ＡＴ

電 圧 容 量 合 計

種 類

付 属 機 器 表 示

備 考

発停 ＧＬ ＲＬ ＯＬＯＬＲＬＧＬＡＭ Ｅ ＳＣ

動力分電盤結線図

電源送りＡ

主回路単線結線図[動力]

ＰＬ

ＭＣＢ３Ｐ

１ ３ ３ ２００ １ Ｅ ３ＡＣＰ－１

４

２

３

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 屋外機

予備

１

Ａ

３φ３Ｗ２００Ｖ

１．５０ １．５０ ３０自販機

予備

１０．８０

１２．３０Ｋｗ

１００ １００

５０

１０．８０

ＥＭ－ＣＥＴ３８

□

Ｗｈ

は検定付、ﾊﾟﾙｽ発信機付とする。

１００／６０ＡＴ

３φ３Ｗ２００Ｖ

　

ＭＣＢ３Ｐ ＭＣＢ３Ｐ

Ｗｈ

ＭＣＢ３Ｐ

１００／１００ＡＴ４００／３００ＡＴ

２２５／２２５ＡＴ

Ｗｈ

ＣＴ

ＭＣＢ３Ｐ

１００Ａスペース

１２．３０ＫＷ　その(１)

４０．６８ＫＷ　将来工事

　　　　　　　　将来工事

ＥＭ－ＣＥＴ１５０

□

ｷｭｰﾋﾞｸﾙより

ＭＣＢ３Ｐ ＭＣＢ３Ｐ

Ｗｈ

ＭＣＢ３Ｐ

ｷｭｰﾋﾞｸﾙより

Ｗｈ

１φ３Ｗ２００/１００Ｖ

ＥＭ－ＣＥＴ１００

□

２２５／２００ＡＴ １００／１００ＡＴ

１００／１００ＡＴ

１６．８３ＫＶＡ　その(１)

１７．７１ＫＶＡ　将来工事

ＭＣＢ３Ｐ

１００Ａスペース

　　　　　　　　将来工事

電灯盤と一体型

Ｇ－ＰＬ－１Ｂ

（壁掛型）

分岐盤

Ｇ－ＢＲ

（自立型）

ﾒｰﾀｰｽﾍﾟｰｽ

ﾒｰﾀｰｽﾍﾟｰｽ

Ｈ

業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1) -

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

(A3) -

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-22動力制御盤、電灯分電盤結線図【改修前】



展開方向
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3820 3820 3820 6220 3820 3820 3820

Y13

Y12

Y11

Y10

Y9

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

X0 X2 X4 X5 X7 X8 X9 X10

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

床貫通、防火区画貫通処理

既設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ｂ ａ

ｃ

Ｂ

外壁貫通処理

Ｃ

既設PB SS500sq×400 WP.SUS

PB SS600sq×600 WP.SUS

PB SS600sq×600 WP.SUS

EM-CEES2sq-5C計量

(G22)EM-CEES2sq-5C

３φ EM-CET100sq

１φ

ａ

EM-CET150sq

３φ EM-CET100sq

１φ EM-CET150sq

Ａ

ｂ

計量

計量

(ｷｾﾂﾗｯｸ)

(E75)塗装

(G82)塗装

(ｷｾﾂﾗｯｸ)

(ｷｾﾂﾗｯｸ)

(ｷｾﾂﾗｯｸ)

EM-CEES2sq-10C

EM-CEES2sq-5C

計量

計量

EM-CEES2sq-10C

EM-CEES2sq-5C

Ｂ

(E31)塗装

(E25)塗装

EM-CEES2sq-5C (E25)塗装

ｃ

Ｃ

空調

空調

EM-CEES2sq-5C (ｷｾﾂﾗｯｸ)

注記:屋外露出配管(G管)は溶融亜鉛ﾒｯｷ塗装とする。

EM-CET60sq

Ｃ

EM-CEES2sq-5C

Ｃ

Ｃ

３φ

１φ

３φ

１φ

予備

EM-CET38sq E38sq

(G22)

(G42)

(G54)

(G82)

(G54)

(G54)×2

(G22)

電気室天井高さは　3,900　

ｃ

新設分岐盤

G - B R

Ａ

厚生棟電気室

講義棟

共同溝

既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

Ｂ

G-RP-BA

既設電灯盤

G-PL-BA

既設ﾘﾓｰﾄ盤２面体

防火区画貫通処理

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ W=600

ドライエリア

新設盤G-PL-1Bより

注2

空調制御 注1

空調制御

注1 空調制御ｹｰﾌﾞﾙは１階新設端子盤G-T-1Bより既設講義棟１階PS内中央監視設備まで配線接続する。

注2 計量ｹｰﾌﾞﾙは１階新設分電盤G-PL-1Bより厚生棟電気室既設G-RP-BAまで配線する。

　　１階新設端子盤G-T-1B二次側配線は機械設備工事とする。

注3

注3 立上げ位置のほぼ真上の講義棟1階PS内に設置された既設中央監視ﾘﾓｰﾄ盤K-RP-2Aに接続する。

業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1)

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

(A3)

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-23幹線設備 地下1階平面図【改修前】
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(A1)

(A3)

富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

理  事  長　　　 中　川　　潔

一級建築士事務所知事登録（１４）３２号

業務名

監修担当

管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号

縮尺

1/300

1/150

図面名

1階平面図 中2階平面図
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Y10
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Y1'

Y1
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0
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3620 3620 3820 3820 3820 3820 3720 2500 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

36380 53480 15280

89860

DPDP DP

DP DP
DP

DP DP

駐車場

ボイラー室

DS事務室

前室

便所

(配膳通路)

CH=3000

トレーニングルーム上部

トレーニングルーム

厨房

(自転車置場)

食堂

CH=3000～4020

部室

(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部)

UP DN

UP

ピロティー

ライトコート

部室部室

(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部)(ひまわりｻｰｸﾙ)

室外機

基礎

ロッカー室

ライトコート

男子便所

ライトコート
(自販機

荷受室

女子便所 吹抜部室 部室
コーナー)

(書籍販売コーナー)

(ｱｲｽﾎｯｹｰ部) (ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部)

ホール

多目的

トイレ

トイレ

室外機

生協事務室

基礎

厨芥室

倉庫 UP
生協売店談話室

部室 部室

EV 生協事務室

(ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｻｰｸﾙ) (ｽｷｰ部)

相談室

DN
UP

EV機械室

UP
外部通路

E

X

P

.

J

E

X

P

.

J

E

X

P

.

J

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

RS

ロロロロロ

ﾌﾟﾚｰﾄ含む

ｺﾝｾﾝﾄ接地3P30A埋込型

注2

 既設 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

ﾌﾟﾚｰﾄ含む

注2

ｺﾝｾﾝﾄ接地3P30A埋込型

6

E

7

F

a

既設 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

ハハハハハハ

注3

ロ

 1φ EM-CET38sq E38sq（G42）

 3φ EM-CE60sq（G54）

22

E3

07

PA

02

PA

03

L

14

E3

04

L

75

E E
C

EE
P

E
321

14sq 38sq 22sq 5.5sq 5.5sq

EV30

22

E3

01

PE

03

51 51 31

E3

05

LPA

03

L

08

PA

06

GD

A

L3

2CR

L

02

L

07

PA

05

E3

22

7575

2

防火区画貫通処理

ト

H

1

HH7508

150111009

P-PTPPLL

F F F F F (F:FEP(50))

凡 例

名 称 備 考

 FP 2.0-3C～3　　　(E31)

FP2.0-3C×2　　(E25)～2　

CPEV1.2-1P(E25)　ﾘﾓｺﾝ

43

3

制御 EM-CEES2sq-5C（PF22）

G-PL-1E G-PL-1A G-PL-1DG-PL-1C G-L-1D

34

32

31

54-1 54-2

12

8

9

7

3

6

2

1

52

RS

RS

RSRSRS

G-T-1F G-PL-1F

5.5sq×3 E3.5sq(E25)

5.5sq×3 E3.5sq(E25)

CV5.5sq×3 E3.5

CV5.5sq×3 E3.5

CV 3.5-4C

B
2階ﾍ

1110

CV14sq-3C APC 屋外棟ﾍ

CVV 2sq-2C APC 屋外棟ﾍ

1

中央監視盤

C-75 に通線

CR-400

CV 14sq-3C×2 

CV22sq×3 E5.5sq(E31)

CV22sq×3 E5.5sq(E31)

CV22sq×3 E5.5sq(E31)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

1φ EM-CET38sq E38sq（ﾗｯｸ）

3φ EM-CET60sq      （ﾗｯｸ）

配置図参照

電灯分電盤

動力制御盤

記 号

4

CVV 2sq-4C 

2.0×3 E2.0(E25)

2.0×3 E2.0(E25)

5.5sq×2 E3.5sq(E25)

給湯ﾎﾟﾝﾌﾟ

給湯ﾎﾞｲﾗｰ

ﾎﾞｲﾗｰ

22

 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

G-P-1C

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ SS150sq×100

立上り、素通し、立下げ

動力・電灯分電盤 6 1.1冷凍庫

5

容量(kw)

0.75

****

16

17

31

32

34

52

54-1

54-2

Tr 開閉器(A)配線番号 負 荷 名 称記 号

冷蔵庫

8

9

3.2

3.2

3P 20

3P 20

ｳｫｰﾏｰｼｮｰｹｰｽﾕﾆｯﾄ

ﾎｯﾄﾃｰﾌﾞﾙ

7 ｺｰﾙﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ 0.6 3P 10

10

11

****

****

3P 100

3P 100

12 **** 4.6 3P 50

ー

ー

13.5

13.5

G-PL-1B

系統図参照

ELV 225/150AT 15KW

CR配線

SS400°×200

H-L-1B

系統図参照

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-24幹線設備 1階平面図【改修前】

今回工事範囲



(A1)

(A3)

富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

理  事  長　　　 中　川　　潔

一級建築士事務所知事登録（１４）３２号

業務名

監修担当

管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号

縮尺

1/300

1/150

図面名

Y13

Y12

Y11

Y10

Y9

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1'

Y1

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X19 X20 X21 X22 X23X6'

3
6
2
0

3
6
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

4
1
6
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

2
5
0
0

3
6
2
0

1
1
2
0

3620 3620 3820 3820 3820 3820 3720 2500 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

36380 53480 15280

89860

DPDP DP

DP DP
DP

DP DP

駐車場

ボイラー室

DS事務室

前室

便所

(配膳通路)

CH=3000

トレーニングルーム上部

トレーニングルーム

厨房

(自転車置場)

食堂

CH=3000～4020

部室

(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部)

UP DN

UP

ピロティー

ライトコート

部室部室

(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部)(ひまわりｻｰｸﾙ)

室外機

基礎

ロッカー室

ライトコート

男子便所

ライトコート
(自販機

荷受室

女子便所 吹抜部室 部室
コーナー)

(書籍販売コーナー)

(ｱｲｽﾎｯｹｰ部) (ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部)

ホール

多目的

トイレ

トイレ

室外機

生協事務室

基礎

厨芥室

倉庫 UP
生協売店談話室

部室 部室

EV 生協事務室

(ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｻｰｸﾙ) (ｽｷｰ部)

相談室

DN
UP

EV機械室

UP
外部通路

E

X

P

.

J

E

X

P

.

J

E

X

P

.

J

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

注記： 図中のシンボルで　　　と　　　は防火区画処理を示す。

防火区画・防火上主要な間仕切壁の貫通処理は下記による。

イ　貫通部及び両側 1m 以上は不燃材料とすること。

　　電線管と防火区画とのすきまも不燃材料で埋めること。

ロ　国土交通大臣認定の防火区画貫通処理にて施工すること。

イイイイイイ

ACR-1 ACP-3

ACP-2ACP-4

ACP-1 ACP-2

F1

 配管用ﾌﾞﾛｯｸ W=600

屋外ﾄﾗﾌ（屋根付）W=300 SUS

 既設

SS300°×200WP.SUS

移設 排気ﾌｧﾝｽｲｯﾁ

排気給気ﾌｧﾝ

 空調ﾘﾓｺﾝ

A MC

RS

 空調ﾘﾓｺﾝ

 ｹｰﾌﾞﾙ再利用

RSRS

MACP

4-63

×2

OB

ACP

F1

1

配管用ﾌﾞﾛｯｸ W=600

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

外壁貫通処理

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

外壁貫通処理

SS400°×400WP.SUS

SS200°×150WP.SUS

記 号 名 称 備 考

電灯分電盤,動力制御盤

新設 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM35-400

天井吊り金具 含む

天井吊り ﾎﾞﾙﾄL=1,200

D

凡 例

G-PL-1E G-PL-1D G-L-1D

2階ﾍ

屋 外

CE5.5°-4C 

動力負荷配管・配線リスト

いんぺい 露 出

容量

(kw)

電 源負 荷 名 称負 荷 記 号記 号 備 考

保 護 管

kwACP-3 屋外機ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 3φ200V

E31PF28ACP-2 kw屋外機ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 3φ200V G28 6.75

 5.77

kw屋外機ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 3φ200V PF22 E25 G22ACP-4  2.64

CE8°-4C 

CE8°-4C E31PF28 G28

イ kw3φ200V冷蔵什器用屋外機 3.70 CE5.5°-4C PF22 E25 G22

C

B

D

A

使 用 ｹｰﾌﾞﾙ

ﾗｯｸ

屋外機ACR-1 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ kw1φ100V  1.04 CE3.5°-4C PF22 E25 G22a

注記：屋外露出配管はG管（溶融亜鉛ﾒｯｷ）塗装 とする。

5.5,3E 3.5(E35)

2sq×2 (E19)

G-PL-1F

AC200V

図中機器ｼﾝﾎﾞﾙの配線は下記とする。注1.

　ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ102°×44

　空調室内機(機械設備工事)

空調室内機

　　　　　　

1

MACP

2-36

×8

EEF2.0 - 3C

EM-CEE2sq-2C×3

EM-CEE2sq-3C

A CA B a

G-P-1C

CVV 2sq-2C(E25)

VVF2.0-2C(E25)

RS

F1

MMA

MC

RS

MMA

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

ｽｲｯﾁ+ﾒﾀﾙﾓｰﾙｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

ﾒﾀﾙﾓｰﾙｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

立上り、素通し、立下げ

SS150sq×100

中形四角深型

A型1個用

A型

換気扇 機械設備工事

EEF2.0 - 3C (ｺﾛｶﾞｼ) 

1、特記なき配管、配線は下記の通りとする。

MC

A

空調室内機

RS 空調ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ

動力・電灯分電盤

H-L-1B

中2階平面図1階平面図

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-25動力空調設備 1階平面図【改修前】

今回工事範囲



業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1) -

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

(A3) -

1

4 FL40W×2 WP.SUS

A21

A22

A41

A42

A43T

A42W

D

FPL 36W×2

IL 100W×1 F21

F22

F41 F42dWg

G41

G42

FDL 18W I21

I41

I21Wg ｶﾞｰﾄﾞ付 SUS

K21TH22WT

F42Wg

F42 LDS 60W M21W

A22

A41

N22WT FDL 28W×2 O11 FL 4W P21 FL 20W×1 S31T

S32T

FDL 27W×1

FDL 27W×2

T31 FL 30W×1 X11 FL 10W×1 n4W 40W×1Za31D FDL27W×1

R31T

R32T

FDL 27W

FDL 26W

a4d IL 40W×1 e21T FDL 18W×1

ｳｫｰﾙｳｵｼｬ  非常照明ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ 

1

a c非常灯 非常灯LED 1.5W LED 1.5W LED 避難口誘導灯

電池内蔵型

K1-LRS11-2

埋込穴φ100

電池内蔵型

K1-LSS11-3

埋込穴φ100

電池内蔵型

B級・BL形

片面型

保守率：0.92

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m

4.2 4.6 4.7 4.9単体配置 Ａ１

9.3 10.2 10.8 11.9直線配置 Ａ２

7.4 8.2 8.7 9.6四角配置 Ａ４

保守率：0.92

器具取付高さ 3.0m 4.0m 5.0m 6.0m

6.9 7.9 8.7 6.4単体配置 Ａ１

15.2 18.6 21.0 22.8直線配置 Ａ２

11.6 14.6 17.2 19.4四角配置 Ａ４

NNFB93005NNFB91605

SH1-FBF20-BL

b

Hf32形器具1灯相当

高出力型

ﾗﾝﾌﾟ共

LED 21.5W×1

公

LED 21.5W×1

Hf32形器具1灯相当

ﾗﾝﾌﾟ共

高出力型

LSS9-3200LM 直付XLX430SENJLE9

d221 f221

LED 33.3W×1 LED 44.3W×1 LED 67.0W×1 LED 86.5W×1 LED 45.9W×1 LED 104.9W×1

Hf32形器具2灯相当

高出力型

ﾗﾝﾌﾟ共

防湿・防雨型

直付XLW462DENKLE9

Hf32形器具2灯相当 FLR110形器具2灯相当 Hf86形器具2灯相当Hf32形器具2灯相当

定格出力型 高出力型 節電ﾀｲﾌﾟ 定格出力型

ﾗﾝﾌﾟ共 ﾗﾝﾌﾟ共 ﾗﾝﾌﾟ共ﾗﾝﾌﾟ共

公公 直付XLX800SENLE2 直付XLX830 SENLE2LSS6-6600LM XNDN2037SNLE9LSS6-4750LM

FHT42形器具相当

ﾗﾝﾌﾟ共

公

高出力型

ﾗﾝﾌﾟ共

ﾊﾟﾈﾙ：乳白

FHP45形×4灯相当

LED 78.0W

XL585PFULA9

g h i j m q r

埋込下面開放型(ｺﾝﾌｫｰﾄ)

ｶﾞｰﾄﾞ付

ｶﾞｰﾄﾞ付

FSR1型FSS4型 FSS1型

避難口誘導灯片面型 階段通路誘導灯殺菌灯ｲﾝﾊﾞｰﾀｰｽﾄﾛﾝｸﾞ身障者ｻｲﾝ灯防雨型

防雨型

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-26照明器具姿図【改修前】



(A1)

(A3)

富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

理  事  長　　　 中　川　　潔

一級建築士事務所知事登録（１４）３２号

業務名

監修担当

管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号

縮尺

1/300

1/150

図面名

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

駐車場

DS

トレーニングルーム上部

トレーニングルーム

(自転車置場)

部室

(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部)

UP DN

UP

ピロティー

ライトコート

部室部室

(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部)(ひまわりｻｰｸﾙ)

室外機

基礎

ライトコート

ライトコート

吹抜部室 部室

(ｱｲｽﾎｯｹｰ部) (ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部)

室外機

基礎

UP

談話室

部室 部室

EV

(ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｻｰｸﾙ) (ｽｷｰ部)

DN
UP

UP
外部通路

3
6
2
0

3
6
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

4
1
6
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

3
8
2
0

E

X

P

.

J

3
8
2
0

2
5
0
0

3
6
2
0

E

X

P

.

J

1
1
2
0

E

X

P

.

J

3620 3620 3820 3820 3820 3820 3720 2500 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820 3820

36380 53480 15280

89860

Y13

Y12

Y11
DPDP DP

Y10

Y9

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

DP DP
DP

Y2

DP DP

Y1'

Y1

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X19 X20 X21 X22 X23X6'

2.0

ﾄ
ﾄ ﾄ

ﾄ

ﾄ

ﾄ

ﾄ

ﾎ

ﾎ

ﾎ

ﾎ

ﾎ

ﾍ

ﾍ

ﾍ

ﾍﾛ

ﾛ

ﾆ

ﾆ

ﾆ

ﾆ

ﾆ

ﾆ

ﾆ

ﾊ

ﾛ

ﾊ

ﾊ

ﾊ

ﾛ

ﾛ

ｲ

ｲ

ｲ

ｲ

ｲ

ｲ

ｲ

ﾛ

ﾊ

ﾊ

2.0

2.0

5

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

5

5

2.0

ﾁ

ﾁ

ﾁ

ﾁ

ﾁ

ﾁ

4

6

6

665

4

3R

2R

2R

3RR

R

R

R

2R

R

7R

6R

R

6R

2R

R

7R

MC

SS100°×100SUS SS100°×100SUS
SS100°×100SUS

SS100°×100SUS

SS100°×100SUS

SS100°×100SUS

SS100°×100SUS

SS100°×100SUS

SS100°×100SUS

CPEV 1.2-3P

5

3

6

7

FE-13

2

6

8

9

1

1

1

CPEV1.2-1P.3P(CR)

(WP)

R

IV2.0×3

IV2.0×2

IV1.6×1

IV2.0×6

IV2.0×4

2

2

ﾄ

ﾄ

6

6

5

5

4

4

4

6

4

5

4

5 5 4

4444

4

4

4

1

CPEV1.2-1P(CR)

E21T

1

注3

3R

ﾄ

CV2sq-3C(HI22)

F

19

食堂

G41  ×  2

A42  ×  3

A42  ×  1

e21T ×  1

A22W ×  1

A42W × 11

食堂

T31  ×  4

食堂

A43T × 31

K21T × 14

S32T ×  4

D10  ×  2

F42W ×  8

ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ 洗浄室

F42W ×  3 F42W ×  5

厨房

F42W ×  8

事務室

F42W ×  4

検収

F42W ×  1

更衣(女)

F42W ×  1

ﾋﾟﾛﾃｨ

F42W × 12

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

S

28

3

1

1

7

1

2

非

誘

1

R

R

R R

R

R

非

8

12

7

8

3
1

2

1

2

4

(E25)

2.0×1,1.6×2(E25)

(E25)

(E25)

(E25)

2.0(E19)

CPEV1.2-1P(E25)　ﾘﾓｺﾝ

3

CPEV1.2-1P～2(CR)

FP2.0-3C×2　　(E25)～2　

 FP 2.0-3C～3　　　(E31)
3 4

2.0×2(E19)
3

CPEV1.2-3P(E19)

4

5

N22WT×  2

庭園

H22WT×  4 R21  ×  4 A22  ×  2

I21  ×  8

e21  ×  4

C42  ×  1

便所

e21T ×  2

EV機械室 廊下

D    ×  4

X11D ×  3 S32T × 10

誘導灯 廊下ﾗｳﾝｼﾞ

r780 × 10

a4d  ×  6

非常照明

S32T ×  4

渡リ廊下(1)

A42  × 12

G-101倉庫

e21T ×  1

O11  ×  1

階段室

Za31D×  1

多目的ﾄｲﾚ

M21W ×  1

書籍販売ｺｰﾅｰ

a    ×  4

c    ×  1

h    ×  4

談話室

h    × 12

ﾛ ｯ ｶ ｰ 室

a    ×  5

f    × 18

外部通路

H22WT× 　8

ﾄｲﾚ荷受室 厨 芥 室 相 談 室生協事務室

a    ×  1

c    ×  1

a    ×  1 a    ×  1

h    ×  6

b    ×  5

i    ×  6 q    ×  1 d    ×  1 g    ×  4 m    × 10

ﾗｲﾄｺｰﾄ

H22WT× 　8

F42  × 　1

部室

F42  × 　6

生協売店

a    ×  4

j    × 12

1

SS100°×100SUS

SS100°×100SUS

誘

G-L-1DG-PL-1FG-PL-1DG-L-1CG-PL-1AG-PL-1E

G-PL-1B H-L-1A

H-L-1B

可動ﾊﾟﾈﾙ

注3

廊下

MMA

2.0

3

4R

R

CPEV1.2-1P(E25)　ﾘﾓｺﾝ

 FP 2.0-3C(E25)
3

FP 2.0-3C
3

4

F41  ×  8

部室

Za31D×  4

b4d  ×  5

ﾗｲﾄｺｰﾄ・廊下

H22T ×  4

外部階段

1階平面図 中2階平面図

備 考名 称記 号

凡 例

備 考名 称記 号

凡 例

備 考名 称記 号

凡 例

R

照明器具　露出型

非常照明

****

避難口誘導灯

ｽｲｯﾁ+ﾒﾀﾙﾓｰﾙｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

ｽｲｯﾁ

ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ

FCL40W×1灯用 

FCL40W×1灯用 

A型1個用

MC

S

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ\

ﾒﾀﾙﾓｰﾙｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

換気扇

ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ

人感ｾﾝｻｰ

立上り、素通し、立下げ

FL110×2灯用 

SS150sq×100

A型

機械設備工事

親器

照明器具　露出型

照明器具　露出型

照明器具　露出型

天井付型白熱灯

天井付型白熱灯

水銀灯

FL110×2灯用 

FL40W×2灯用 

FL40W×1灯用 

電灯分電盤

動力・電灯分電盤

非常照明

非常照明

誘 導 灯

誘 導 灯

EM-EEF1.6-3C

EM-IE1.6×3（E19）塗装

EM-EEF1.6-3C

VVF2.0-3C＋ AE1.2-4C

非常照.明設備

5

7

PF2.0-2C (E25)

指定なき配管・配線は下記の通ﾘとする。

凡 例

1.

注 2.

防火区画・防火上主要な間仕切壁の貫通処理は下記による。

イ　貫通部及び両側 1m 以上は不燃材料とすること。

　　電線管と防火区画とのすきまも不燃材料で埋めること。

注3. 壁内既設ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ、天井まで配管済み。

図中のシンボルで　　　と　　　は防火区画処理を示す。

ただし、ころがし配線で壁内引下げ、ｺﾝｸﾘｰﾄ内は適合する

電線管（PF管）で保護のこと。

また条線記号に添字のあるものはｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ・配管ｻｲｽﾞを

添字に読みかえること。

各盤間に誘導灯信号線AE1.2-4Cを配線のこと。

注1.

ロ　国土交通大臣認定の防火区画貫通処理にて施工すること。

EM-EEF1.6-3C(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-EEF1.6-2C× 2(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-EEF1.6-3C× 2(ｺﾛｶﾞｼ)

電 灯

EM-EEF1.6-2C+3C(ｺﾛｶﾞｼ)

4

5

6

7

8

12

EM-AE1.2-2C(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-IE1.6× 3(E19)

EM-IE1.6× 4(E19)

2.0

R

4

EM-EEF2.0-3C(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-EEF1.6-2C× 4(ｺﾛｶﾞｼ)

EM-EEF1.6-3C× 4(ｺﾛｶﾞｼ)

IV1.6×2 (E19)

IV1.6×5 (E25)

IV1.6×4 (E25)

IV1.6×3 (E19)

IV2.0×2 (E19)

指定なき配管・配線は下記の通ﾘとする。

EM-EEF1.6-2C× 2+2C(ｺﾛｶﾞｼ)

凡 例

1.

女子便所

男子便所

(自販機

コーナー)

ホール

多目的

トイレ

倉庫

EV機械室

生協事務室

ロッカー室

荷受室

生協事務室

相談室

厨芥室

トイレ

ボイラー室
事務室

前室

便所

厨房

(配膳通路)

CH=3000

CH=3000～4020

(書籍販売コーナー)

生協売店

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-27電灯設備 1階平面図【改修前】

改修範囲の照明器具及び不要になる配線は撤去とする

食堂

今回工事範囲
注記1　改修範囲内の機器器具は撤去とし、不要になる配線は撤去とする



(A1)

(A3)

富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

理  事  長　　　 中　川　　潔

一級建築士事務所知事登録（１４）３２号

業務名

監修担当

管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号

縮尺

1/300

1/150

図面名
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89860

DPDP DP

DP DP
DP

DP DP

駐車場

ボイラー室

DS

(配膳通路)

CH=3000

トレーニングルーム上部

トレーニングルーム

厨房

(自転車置場)

部室

(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部)

UP DN

UP

ピロティー

ライトコート

部室部室

(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部)(ひまわりｻｰｸﾙ)

室外機

基礎

ロッカー室

ライトコート

男子便所

ライトコート
(自販機

荷受室

女子便所 吹抜部室 部室
コーナー)

(書籍販売コーナー)

(ｱｲｽﾎｯｹｰ部) (ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部)

ホール

多目的

トイレ

室外機

生協事務室

基礎

厨芥室

倉庫 UP

談話室

部室 部室

EV

(ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｻｰｸﾙ) (ｽｷｰ部)

DN
UP

EV機械室

UP

E

X

P

.

J

E

X

P

.

J

E

X

P

.

J

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

E

EE
E

MC

E

E

E

E

MC

E E

E

E

E

E

E

E

P.T

2
2

2
2

2

ET

2 2 2ET

2ET

2ET

2

PR

E T

2ET

2ET2ET

2ET

ET
PR

2ET
2

SH

PR

D R
ET2ET 2ET

D R

ET

D R

2ET

SHY U
E E

2ET

Y U
PR

SH
2ET

ET

E

2ET

ET
EE

E

2

E

2ET 2ET 2ET
Y

Y
22

2ET

ET

C2

C1

C1

C9 C11 C12
C13

C8

C2

C3

C10

C5

C7

C4

C1

C6

C4

C3

C5

C2

C2

C3
C1

C7

C4 C5

C5
C6

C3
C4

C8

C12

C13

C11

C18

C19

C20

C21

C25

配線ﾀﾞｸﾄ（指定色）
C22

300×100×4000

C3

C24C23

C16

C1 C9

VVF2.0-2C

C12

C7

C8

ﾀｲﾑﾚｺｰﾀﾞｰ用

注3

注3注3

C11

C19

注3

注3

C14

注3

ﾚｼﾞ×3台

C13 2ET

1φ100V0.4kW

C4

C5

注3
珈琲ﾏｼﾝ

注3C3 1φ200V3.2kW

注3

ﾁｯﾌﾟｱｲｽﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ

1φ100V1.0kW

C2
複合機用1φ100V1.5kW

H&C用 3.2kW

注3

端子盤内

露出2口ｺﾝｾﾝﾄ×2個

ﾎｯﾄｹｰｽ 0.1kWｱｲｽ用冷凍ｹｰｽ 1.5kW

凡 例 凡 例

記 号 名 称 備 考 記 号 名 称 備 考

電灯分電盤

動力・電灯分電盤

G-T-1B G-PL-1B H-T-1A H-L-1B H-T-1B

MMA

MMA

MMA
MC

G-PL-1E G-T-1A G-PL-1A G-PL-1D G-PL-1F G-L-1DG-T-1F

注1.指定なき配管・配線は下記の通りとする。

EM-EEF2.0-3C(PF22)
ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1 ET付 自動水栓用

S

EM-EEF2.0-3C(ｺﾛｶﾞｼ)

ｺﾝｾﾝﾄ 接地2P30A×1 複合機用1φ100V2.5kW
PR

EEF2.0-2C

ｺﾝｾﾝﾄ ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1 ET付 冷ｼｮｰｹｰｽ用1φ200V1.2kWSH

EEF2.0-3C

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 ET付 給湯器用1φ200V1.5kWYU2

IE2.0×2 (PF16)

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1 E付 抜止めｺﾝｾﾝﾄE LK
IE2.0×3　(PF16)

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1 E付　防雨形 ｺﾝｾﾝﾄ+ﾒﾀﾙﾓｰﾙｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ A型1個用E.WP
IE2.0×2 (PF16)

IE2.0×3　(PF16)
ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 E付　防雨形 ﾒﾀﾙﾓｰﾙｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ A型

2E.WP MC

5.5
CE5.5°-3C

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1 ET付 ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ
ET

A

2
EEF2.0-3C×2

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×2 ET付 ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS150sq×100
2ET

3
EEF2.0-3C×3

4
EEF2.0-3C×4

C 導入線　(PF16)

PB

C9

VVF2.0-2C

VVF2.0-2C(E25)

生協事務室

事務室

便所

前室

食堂

CH=3000～4020

外部通路

生協売店

トイレ

相談室

中2階平面図1階平面図

C23

2.0×3(E19)

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-28ｺﾝｾﾝﾄ設備 1階平面図【改修前】

今回工事範囲

注記1　改修範囲内の機器器具は撤去とし、不要になる配線は撤去とする



業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1)

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男
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DPDP DP

DP DP
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DP DP

駐車場

ボイラー室

DS

前室

便所

(配膳通路)

CH=3000

トレーニングルーム上部

トレーニングルーム

厨房

(自転車置場)

食堂

CH=3000～4020

部室

(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部)

UP DN

UP

ピロティー

部室部室

(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部)(ひまわりｻｰｸﾙ)

室外機

基礎

ロッカー室

ライトコート

ライトコート

荷受室

女子便所 吹抜部室 部室

(ｱｲｽﾎｯｹｰ部) (ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部)

ホール

多目的

トイレ

トイレ

室外機

基礎

厨芥室

倉庫 UP
生協売店

部室 部室

EV 生協事務室

(ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｻｰｸﾙ) (ｽｷｰ部)

DN
UP

EV機械室

UP
外部通路

E

X

P

.

J

E

X

P

.

J

E

X

P

.

J

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

(E31)

防火区画貫通処理

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ立上げ 2,000

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ垂直ﾍﾞﾝﾄ

G-T-1B

G-T-1E

PT

PT

G-T-1FG-T-1A

系統図 参照

系統図 参照

系統図 参照

H-T-1B

系統図 参照

天井吊り ﾎﾞﾙﾄL=1,200

天井吊り金具 含む

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM-400

(E31)

天井吊り ﾎﾞﾙﾄL=1,200

天井吊り金具 含む

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ ZM-400

(E31)

R

EM-S-5C-FB

EM-S-5C-FB

ﾀｲﾑﾚｺｰﾀﾞｰ

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ4P×5(PF22)

複合機

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ4P×4(PF22)

EM-BTIEE0.4-2P×4(PF22)

(E31)

EM-BTIEE0.4-2P×3(PF22)

EM-BTIEE0.4-2P×4(PF22)

電話　EM-CCP-P0.5-10P（ﾗｯｸ）

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ4P(PF22)

EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ4P×5(PF22)

T

T

T

T

T

情報　光ｹｰﾌﾞﾙ2C×3（ﾗｯｸ）

情報　ｲｰｻｰﾈｯﾄ同軸ｹｰﾌﾞﾙ（ﾗｯｸ）

EM-S-5C-FB

PBMS 600×300

T30

131

T-

231

T30

1CR 1CR 1CR

S10 TV7

TV7

131 131

N- N-

139

****

(書籍販売コーナー)

談話室
生協事務室

相談室

ライトコート

事務室

男子便所

(自販機

コーナー)

1階平面図 中2階平面図

150

300

富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-29電話・情報・ﾃﾚﾋﾞ 1階平面図【改修前】

今回工事範囲

注記1　改修範囲内の機器器具は撤去とし、不要になる配線は撤去とする



業務名 管理技術者　１級建築士大臣登録 第278810号　池 生　崇 図面番号
富山市安住町７番１号　　　電話  (076) 432 - 9785

富 山 県 建 築 設 計 監 理 協 同 組 合

理  事  長　　　 中　川　　潔

(A1)

図面名 縮尺 担当 監修
一級建築士事務所知事登録（１４）３２号管理建築士　一級建築士大臣登録第191311号 篠島弘男

(A3)
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1階平面図 中2階平面図
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富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-30放送設備 1階平面図【改修前】

今回工事範囲

注記1　改修範囲内の機器器具は撤去とし、不要になる配線は撤去とする
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富山県立大学食堂増築等電気設備工事

原
E-31火災報知設備 1階平面図【改修前】

今回工事範囲

注記1　改修範囲内の機器器具は撤去とし、不要になる配線は撤去とする
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